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　4月 9日、町内の幼稚園、小学校、中学校で

は入園・入学式が挙行されました。

　新しい生活に、期待と不安の入り交じった顔

で入園・入学式に臨んだ新入生たち。そんな新

入生たちを先生や先輩たちは温かい拍手と笑顔

で迎えていました。

松島第五幼稚園開園 … …… …… …… …… …… …… ………②③

松島町平成 27年度施政方針と一般会計予算概要書  …⑥～⑪

ありがとう、さようなら　マリンピア松島水族館 (終 )  …⑰

松島発！がんばる企業を紹介します …… …… …… …… ……⑱

◯主な内容

新生活スタート！
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　松島第五幼稚園の新園舎が3月31日に完成し、４月２日に開園式が行われました。開園式は町議会議員の

皆さまをはじめ、たくさんの方々に見守られ、園児たちにやさしく、そして楽しく遊べるよう工夫された遊

びのコーナーなどが披露されました。 

　本町では松島第五幼稚園を拠点とし、平成２７年度から初めての３歳児教育を開始します。松島の未来を創

る子どもたちを育み、そして大きく羽ばたいていけるよう、幼児教育の質的向上を目指してまいります。

▲木のぬくもりのある保育室 ▲披露された遊びのコーナー ▲園児からの「ありがとう」

▲開園にあたりテープカット ▲式辞を述べる大橋町長
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松島第五幼稚園のこれまでの概要と今の子どもたちの様子

　松島第五幼稚園は平成１５年度に旧園舎が取り壊され、第五小学校の一室を借りて幼児教育を行ってまいり

ました。しかし、第五小学校にも余裕教室はなく、幼小共に施設的問題を抱えておりました。 

　その後、あの未曾有の東日本大震災を経験し、松島の将来を担う子どもたちのために園舎建設への検討会

議を経て、ようやく平成２７年３月に園舎が完成いたしました。 

　４月９日には入園式を迎え、新たに３・４歳児が入園した松島第五幼稚園。園内には５歳児も含め全３１人

の“松島っ子”のとびきりの笑顔がはじけています。

▲広々確保した走り回れる園庭

▲十分にスペースを確保した遊戯室

▲「のぼれたよ！」 ▲遊びのコーナー「どんぐりのおしろ」

▲温かい床でお話を聞きます

▲３歳児も元気いっぱい！

▲園児に合わせた流し台

▲シーソーやブランコもあるよ

▲移設した複合遊具



　町では官民協働事業として株式会

社サイネックスと協働し、窓口業務

などの行政情報、地域情報のほか、

日常生活で役立つ情報を一冊にまと

めた「松島町くらしの便利帳」を発

行することとなりました。

　３月２６日、株式会社サイネックス

と「松島町くらしの便利帳　共同発

行に係る協定」を締結しました。く

らしの便利帳は平成２７年１１月頃に

町内のご家庭への配布を予定してい

ます。

4

第３回国連防災世界会
議関連展示に出展

　3月14日から18日まで仙台市内
で開催された第3回国連防災世界会
議に合わせて、東北大学理学部自然
史標本館（東北大学総合学術博物館）
で開催された関連展示「未来へと語
り伝える大震災の記録 Archives 
of the Great East Japan 
Earthquake for the Future」に 松
島町も出展しました。
　展示会では、震災時の写真や映像、
震災遺構の 3D体験展示、地震や津
波の研究など震災に係わる展示物が
多数出展され、松島町も震災時の様
子や復興状況がわかるパネルを展示
し、来場者へ向けて復興が進んだ松
島町をアピールしてきました。
　期間中は防災会議関係者も訪れ、
松島町の展示に見入っていました。

▲復興が進んだ松島を紹介してきました

▲防災会議関係者も来場 ▲防災会議関係者に松島町を説明する
　国際交流員のロジャーさん（左）

「松島町くらしの便利
帳」を発行します

▲説明に聞き入る参加者の皆さん

▲抹茶も体験しました

よ う こ そ
matsushimaへ

　３月１９日、国連防災世界会議のエ
クスカーションで会議出席者等が松
島を訪れました。アメリカ、フラン
ス、オーストラリア、タイなど１２か
国の方々に、瑞巌寺や松島湾のク
ルーズ、観瀾亭での抹茶体験やこけ
しの絵づけ体験など松島の魅力を存
分に堪能していただきました。エク
スカーションでは、松島町の国際交
流員をはじめとする観光班のスタッ
フがおもてなしをしました。

▲協定を交わした株式会社サイネックス東日本営業本部　遠藤本部長代行（左）
と大橋町長
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　4月 1日から公民館分館長に次の

方々が委嘱されました。任期は平成

29年3月31日までです。よろしく

お願いします。

・松　島�戸田克義さん

・高　城�佐藤孝一さん

・本　郷�岩井善美さん

・磯　崎�内海　裕さん

・手　樽�土井正雄さん

・北小泉�千葉光男さん

・下竹谷�齋藤文雄さん

・上竹谷�秋保政勝さん

・幡　谷�櫻井博志さん

・根　廻�内海陽一さん

・初　原�千坂　望さん

・桜渡戸�佐藤親喜さん

新しい公民館分館長の
方々をご紹介します

松島のお米と梅から
つくられました

　４月９日に、株式会社むとう屋談

炉館で「伊達の逸品　梅の酒協議会」

が開催され、今年の「梅の酒」がお

披露目されました。地元の素材にこ

だわりつくられたこのお酒には、手

樽地区の雫石和夫さんが生産した梅

「白加賀」を使用。今年は幡谷地区

の只木忠治さんが生産した米「まな

むすめ」も使われ、松島にこだわっ

たお酒になりました。梅の酒は、町

内の酒屋や仙台駅構内で販売されま

す。

▲今年は「梅の酒」のほか「梅サイダー」も販売されます

宮城県のご当地キャラ
クター大集合！

　４月１０日、コボスタ宮城の楽天

イーグルス対オリックス・バファ

ローズ戦において『東北ろっけんま

つり「宮城の日」』が開催され、松

島町のどんぐり松ちゃんをはじめ宮

城県のご当地キャラクター２８体が

大集合し、各市町のＰＲをしながら

会場を大いに盛り上げました。

�ご当地キャラクター
２８体の夢の饗宴！

▲新しい分館長の方々を前にあいさつをする小池教育長

▲一人一人に委嘱状が渡されました

▲特設ステージで会場を盛り上げたどんぐり松ちゃん
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松　

島　

町

　

平
成　

年
度
施
政
方
針
と 

27

一
般
会
計
予
算
の
概
要

（
土
地
利
用
）

　

東
北
放
射
光
施
設
の
誘
致
を
前

提
と
し
て
、
松
島
北
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
お
け
る
住
居
系

や
産
業
系
と
し
て
の
土
地
利
用
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
現

在
策
定
中
の
松
島
町
国
土
利
用
計

画
（
第
4
次
）
に
つ
い
て
、
次
期

長
期
総
合
計
画
と
の
整
合
を
図
り

な
が
ら
、
新
た
な
土
地
利
用
の
可

能
性
を
検
討
し
つ
つ
、
策
定
作
業

を
進
め
ま
す
。

（
環
境
保
全
）　

　

「
ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
ご
み
の
減

量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図

る
た
め
、
各
行
政
区
や
公
衆
衛
生

組
合
連
合
会
、
環
境
美
化
推
進
員

等
の
関
係
団
体
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
ご
み
の
発
生
抑
制
と
分
別

収
集
の
徹
底
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
河
川
・
港
湾
）

　

高
城
川
の
松
島
橋
か
ら
上
流
部

の
河
川
改
修
工
事
及
び
松
島
港
に

お
け
る
護
岸
等
の
災
害
復
旧
工
事

が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

早
期
完
成
に
向
け
た
調
整
を
進
め

ま
す
。

（
住
宅
）

　

磯
崎
地
区
の
華
園
、
美
映
の
丘

に
建
設
し
た
災
害
公
営
住
宅　

戸
52

へ
の
入
居
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

耐
震
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
旧

耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
た
住
宅
の

耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
へ
の
助
成

事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
耐
震
改
修
促
進
法
の
改

正
に
よ
り
耐
震
診
断
義
務
化
の
対

象
と
な
っ
た
5
、
0
0
0
�
以
上

の
大
規
模
建
築
物
に
つ
い
て
、
耐

震
対
策
緊
急
促
進
事
業
と
し
て
、

耐
震
改
修
実
施
設
計
費
の
助
成
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

（
定
住
対
策
）

　

定
住
促
進
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配

布
す
る
ほ
か
定
住
促
進
セ
ミ
ナ
ー

の
実
施
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

空
き
家
・
空
き
部
屋
情
報
の
提
供

な
ど
移
住
定
住
に
係
る
情
報
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
復
興

支
援
定
住
促
進
事
業
補
助
金
制
度
、

津
波
被
災
住
宅
再
建
支
援
事
業
補

助
金
制
度
、
宅
地
か
さ
上
げ
等
事

業
費
補
助
金
制
度
に
よ
る
補
助
を

継
続
し
て
実
施
し
、
被
災
者
の
生

活
再
建
の
負
担
軽
減
や
町
外
へ
の

人
口
流
出
防
止
と
町
外
か
ら
の
移

住
促
進
を
図
り
ま
す
。

（
企
業
誘
致
）

　

松
島
町
東
北
放
射
光
誘
致
協
議

会
の
設
立
以
来
、
施
設
の
誘
致
を

実
現
す
べ
く
関
係
当
局
へ
の
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

松
島
中
学
校
の
生
徒
を
含
む
町
民

の
方
々
と
兵
庫
県
に
あ
る
放
射
光

施
設
「
S
p
r
i
n
g-

8
」
の
視

察
を
行
う
な
ど
、
町
民
の
施
設
へ

の
理
解
と
誘
致
に
向
け
た
広
報
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
企
業
と
情
報
交
換

を
行
っ
て
お
り
企
業
誘
致
の
た
め

の
活
動
も
並
行
し
て
進
め
て
い
ま

す
。

（
上
水
道
）

　

良
質
な
水
を
安
定
供
給
す
る
た

め
、
水
質
や
放
射
性
物
質
検
査
を

徹
底
し
水
質
基
準
を
維
持
す
る
と

と
も
に
、
二
子
屋
浄
水
場
更
新
事

業
や
水
管
橋
や
配
水
管
等
の
移
設

工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
確
保
と
機
能
充
実
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
道
事
業

の
健
全
な
経
営
を
図
る
た
め
、
歳

入
の
確
保
と
経
費
の
節
減
に
努
め

効
率
的
な
経
営
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
下
水
道
）

　

汚
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
三
十

刈
地
内
の
汚
水
管
渠
整
備
工
事
等

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

く
改
築
工
事
に
着
手
し
老
朽
機
器

の
更
新
を
図
る
こ
と
で
快
適
な
生

活
環
境
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
愛
宕
地
区
・
長
田
地
区
に

お
け
る
下
水
道
整
備
を
検
討
す
る

た
め
調
査
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

　

雨
水
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

震
災
に
よ
り
地
盤
沈
下
が
生
じ
て

い
る
松
島
地
区
の
浪
打
浜
、
高
城

地
区
の
高
城
浜
で
の
災
害
復
旧
に

よ
る
ポ
ン
プ
場
建
設
や
幹
線
水
路

工
事
に
着
手
す
る
こ
と
で
災
害
復

旧
事
業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
松
島
地
区
の
小
石
浜
・
普
賢

堂
・
蛇
ヶ
崎
・
小
梨
屋
、
高
城
地

区
の
西
柳
、
磯
崎
地
区
の
磯
崎
・

長
田
で
の
ポ
ン
プ
場
の
新
設
・
増

強
や
幹
線
水
路
工
事
に
着
手
す
る

こ
と
で
雨
水
対
策
事
業
の
推
進
に

努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
排
水
ポ

ン
プ
施
設
等
の
保
守
保
全
を
実
施

「歴史・文化の継承と創造」
　３月に開催された定例議会で、一般会計予算案ほか８

つの各種会特別会計予算案が承認されました。本年度の

施政方針と予算の概要について紹介します。

自
然
に
恵
ま
れ
た 

住
み
心
地
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り
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し
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
に
努
め

ま
す
。

（
道
路
）

　

被
災
し
た
町
道
松
島
・
磯
崎
線

や
松
島
大
橋
の
橋
梁
災
害
復
旧
等

の
早
期
着
工
に
継
続
し
て
努
め
ま

す
。
ま
た
避
難
道
路
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
都
市
計
画
道
路
根
廻

磯
崎
線
を
は
じ
め
と
す
る
松
島
地

区
、
高
城
・
磯
崎
地
区
、
手
樽
地

区
の　

路
線
の
早
期
完
成
に
向
け

20

継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
初
原
バ
イ
パ
ス
の

延
伸
計
画
実
現
を
県
に
継
続
し
て

要
望
し
ま
す
。
ま
た
、
主
要
地
方

道
仙
台
松
島
線
の
整
備
に
つ
い
て

も
併
せ
て
県
に
要
望
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
松
島
橋
の
災
害
復
旧
工
事

に
つ
い
て
も
、
早
期
完
成
に
向
け

（
防
犯
）

　

地
域
の
防
犯
指
導
隊
活
動
へ
の

運
営
補
助
を
実
施
し
、
警
察
な
ど

関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
る
こ

と
で
犯
罪
の
無
い
地
域
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
通
学
路
な
ど

の
防
犯
灯
の
L
E
D
化
や
、
各
地

区
か
ら
要
望
が
あ
る
箇
所
へ
の
新

設
を
進
め
、
各
地
区
が
行
う
防
犯

灯
設
置
・
修
繕
事
業
や
、
電
気
料

の
補
助
を
実
施
し
、
安
全
・
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

主な事業　　　　　　　　　　
◆避難施設備品購入事業 18,036 千円

◆町道高城・松島線外道路整備事業

 1,073,174 千円

◆手樽柿ノ浦地区避難道路整備事業

 210,960 千円

◆根廻磯崎線道路整備事業（磯崎側）

 120,880 千円

◆根廻磯崎線道路整備事業（根廻側）

 164,394 千円

◆町道松島・高城線災害復旧事業（松島大橋）　 

 929,887 千円

◆町道手樽・富山駅線外道路整備事業

 460,325 千円

◆町道上竹谷・高城線外道路整備事業　 

 1,277,198 千円

◆根廻・磯崎線道路整備事業 285,274 千円

調
整
を
進
め
ま
す
。

　

国
道　

号
に
つ
い
て
は
、
松
島

45

地
区
の
歩
道
整
備
事
業
が
国
土
交

通
省
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
お
り
、

早
期
完
成
に
向
け
関
係
機
関
と
の

調
整
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
松
島
地
区
の
通
過
交
通

の
軽
減
対
策
に
つ
い
て
は
、
効
果

を
持
続
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

継
続
し
て
進
め
ま
す
。

（
公
共
交
通
）

　

松
島
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

に
つ
い
て
は
J
R
東
日
本
と
協
議

を
進
め
て
お
り
、
早
期
に
実
現
で

き
る
よ
う
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
松
島
海
岸
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
仙

石
線
の
全
線
運
転
再
開
に
よ
り
高

城
町
駅
の
利
便
性
が
高
ま
る
こ
と

か
ら
、
同
駅
周
辺
の
整
備
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

町
営
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
仙
石
線

の
全
線
運
転
再
開
に
伴
い
バ
ス
利

用
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
の

で
、
町
民
や
来
訪
者
の
方
々
の
移

動
手
段
確
保
に
努
め
、
安
全
・
安

心
な
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

図
り
ま
す
。

（
情
報
通
信
）

　

災
害
に
よ
る
住
民
情
報
等
重
要

デ
ー
タ
の
消
失
を
防
止
す
る
ク
ラ

ウ
ド
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
運
用
を
継

続
し
ま
す
。
ま
た
、
観
瀾
亭
等
観

光
施
設
へ
無
線
L
A
N
環
境
W
i

-

F
i
の
整
備
を
通
し
て
外
国
人

を
は
じ
め
と
し
た
観
光
客
の
更
な

る
誘
致
を
図
り
ま
す
。
加
え
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
等
に
よ

る
町
政
情
報
や
観
光
情
報
の
提
供

を
継
続
し
て
実
施
し
、
併
せ
て

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー

等
も
活
用
し
な
が
ら
災
害
・
防
災

情
報
な
ど
即
時
性
の
あ
る
情
報
発

信
を
図
り
ま
す
。

（
交
通
安
全
）

　

交
通
安
全
指
導
員
の
確
保
に
取

り
組
み
、
さ
ら
に
警
察
と
交
通
安

全
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
街

頭
指
導
や
事
故
防
止
の
広
報
活
動

を
通
し
て
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
等
の
交
通
安
全
施
設
整
備
に

努
め
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
す
。

（
消
防
・
防
災
）

　

昨
年
度
見
直
し
た
地
域
防
災
計

画
に
基
き
、
避
難
道
路
、
避
難
所

等
の
整
備
を
継
続
し
て
実
施
し
、

災
害
発
生
時
の
安
全
な
避
難
と
日

頃
の
備
え
へ
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

加
え
て
、
速
や
か
な
避
難
勧
告
等

の
指
示
、
避
難
所
等
の
開
設
・
運

営
が
図
れ
る
よ
う
避
難
訓
練
や
防

災
訓
練
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
結
成
率
約
7
割
の
自
主

防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
未
結
成

地
区
に
は
結
成
を
促
す
と
と
も
に
、

現
組
織
に
は
訓
練
活
動
支
援
や
防

災
・
減
災
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
積
極
的
な
自
助
・
共
助
へ
の

意
識
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

消
防
団
活
動
に
つ
い
て
は
、
消

防
団
車
両
並
び
に
資
機
材
の
整
備

点
検
や
遠
距
離
送
水
訓
練
な
ど
を

通
し
て
地
域
防
災
力
の
充
実
と
強

化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
地

域
で
の
避
難
施
設
や
備
蓄
倉
庫
、

耐
震
性
貯
水
槽
、
自
家
発
電
装
置

等
の
早
期
完
成
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
完
成
し
て
い
る
施
設
で
は
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
適
切
な

維
持
運
営
を
図
り
ま
す
。

　

松
島
地
区
の
石
田
沢
・
三
十
刈

の
2
地
区
の
避
難
場
所
整
備
事
業

及
び
手
樽
地
区
の
漁
業
集
落
防
災

機
能
強
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
内
の
完
成
を
目
指
し
事
業
を

継
続
し
ま
す
。
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生
活
支
援
や
地
域
の
つ
な
が
り
が

で
き
る
よ
う
、
介
護
予
防
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
関
係
機
関
や
事
業

者
と
連
携
し
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

行
政
・
民
間
事
業
所
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
が
連
携
す
る
協
議
体

を
設
置
し
高
齢
者
を
支
え
る
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら

に
、
増
加
傾
向
に
あ
る
認
知
症
へ

の
正
し
い
知
識
の
普
及
・
啓
発
、

予
防
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
相

談
窓
口
の
充
実
や
見
守
り
体
制
づ

く
り
を
強
化
し
ま
す
。

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
）

　

要
支
援
認
定
者
を
対
象
と
し
た

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
策
定

し
、
認
定
者
が
可
能
な
限
り
自
立

し
た
生
活
が
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

主な事業　　　　　　　　　　

◆子ども医療費支給　 22,331 千円

◆障害者自立支援事業 　209,076 千円

◆児童館運営費　 19,120 千円

◆子育て支援事業 　5,127 千円

◆障害者相談支援事業 　6,740 千円

◆健康診査 　35,178 千円

◆予防接種事業 　29,545 千円

健
康
で
互
い
に
助
け
あ
い
、 

心
の
か
よ
い
あ
う
温
か
い
ま
ち
づ
く
り

（
保
健
・
医
療
）

　

「
第
2
次
松
島
町
健
康
プ
ラ
ン
」

お
よ
び
「
第
4
次
松
島
町
母
子
保

健
計
画
」
に
基
づ
き
、
一
人
一
人

の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
効

果
的
に
な
る
よ
う
、
乳
幼
児
期
か

ら
相
談
及
び
啓
発
を
実
施
し
、
健

康
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
に
向
け

た
予
防
事
業
を
積
極
的
に
進
め
ま

す
。
ま
た
、
運
動
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の

作
成
に
着
手
す
る
こ
と
で
、「
健

康
ま
つ
し
ま
」
の
推
進
に
努
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
脳
検
診
助
成
事
業

を
実
施
し
健
康
寿
命
の
延
伸
に
努

め
ま
す
。
加
え
て
、
安
心
し
て
妊

娠
・
出
産
が
で
き
る
よ
う
風
し
ん

の
予
防
接
種
に
係
る
助
成
事
業
に

つ
い
て
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

（
高
齢
者
福
祉
）

　

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
事
業
へ
の
参

加
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
生
き
が
い
づ

く
り
活
動
な
ど
に
積
極
的
・
継
続

的
に
参
加
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
が
い

つ
ま
で
も
安
心
し
て
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
住
民
の
方
々

と
連
携
し
て
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

（
児
童
福
祉
）

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

の
施
行
に
よ
り
新
た
に
策
定
し
た

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

に
基
づ
い
た
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
運
用
を
開
始
し
た
児
童
館

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支
援
の
拠

点
施
設
と
し
て
、
未
就
学
児
の
親

子
や
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
楽
し

く
集
え
る
よ
う
事
業
運
営
に
努
め

ま
す
。
さ
ら
に
、
育
児
相
談
や
児

童
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
関
係
機

関
と
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

　

保
育
所
に
つ
い
て
は
、
入
所
時

に
保
育
の
必
要
性
・
必
要
量
の
認

定
を
行
っ
た
う
え
で
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
保
育
料
に
つ

い
て
も
、
保
育
時
間
を
標
準
時
間

と
短
時
間
に
分
け
る
ほ
か
、
年
齢

や
所
得
階
層
区
分
を
細
分
化
す
る

こ
と
で
保
育
料
区
分
を
見
直
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
継
続
し
て
保
育

業
務
、
一
時
預
か
り
保
育
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
留
守
家
庭
児
童
学

級
に
つ
い
て
は
、
利
用
対
象
児
童

を
小
学
6
年
生
ま
で
拡
大
し
、
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

は
、
通
院
に
お
け
る
助
成
対
象
を

　

歳
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
で
、
子

15育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
実
施
し
ま

す
。

　

児
童
公
園
に
つ
い
て
は
、
児
童

に
安
全
な
遊
び
場
を
提
供
す
る
た

め
の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

（
障
害
者
福
祉
）

　

第
4
期
障
が
い
福
祉
計
画
に
基

づ
き
、
自
立
支
援
給
付
、
地
域
生

活
支
援
事
業
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
希
望
園

に
つ
い
て
は
、
未
就
学
児
親
子
の

交
流
の
場
や
障
が
い
を
持
つ
方
々

が
交
流
し
、
社
会
参
加
す
る
場
と

し
て
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

（
社
会
保
障
）

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
）
に
よ
り
、
全
町
民
に
番

号
を
付
番
し
、
町
民
の
方
々
が
行

政
機
関
に
各
種
申
請
を
す
る
書
類

が
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
住

民
情
報
シ
ス
テ
ム
の
改
修
な
ど
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
）

　

被
災
者
の
医
療
受
診
機
会
を
確

保
す
る
た
め
、
一
部
負
担
金
の
支

払
い
免
除
を
継
続
し
て
実
施
し
、

ま
た
被
保
険
者
が
適
切
な
医
療
等

を
確
保
で
き
る
よ
う
適
正
な
給
付

管
理
を
実
施
し
ま
す
。
加
え
て
、

被
保
険
者
の
健
康
を
保
持
増
進
さ

せ
る
た
め
、
レ
セ
プ
ト
や
健
診
情

報
を
電
子
的
に
活
用
し
、
効
果

的
・
効
率
的
に
保
健
事
業
を
推
進

す
る
た
め
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

（
後
期
高
齢
者
医
療
）

　

宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
運
営
主
体
と
な
り
、
高
齢

者
の
医
療
費
を
支
え
る
仕
組
み
が

と
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
種
申
請
・

届
出
の
受
付
、
保
険
料
の
徴
収
等

に
つ
い
て
、
広
域
連
合
と
連
携
し
、

高
齢
者
の
身
近
な
窓
口
と
し
て
適

正
な
実
施
に
努
め
ま
す
。

（
介
護
保
険
）

　

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

「
お
互
い
様
」「
持
ち
つ
持
た
れ

つ
」
の
気
持
ち
で
高
齢
者
の
日
常
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主な事業　　　　　　　　　　

◆文化観光交流館運営経費 28,069 千円

◆第五小学校屋根改修等 41,358 千円

◆第一幼稚園改修及び園庭整備ほか　　　

6,999 千円

◆学び支援事業 8,326 千円

（
学
校
教
育
）

　

町
内
の
小
中
学
校
と
松
島
高
校

の
学
校
連
携
を
継
続
し
、
ま
つ
し

ま
防
災
学
の
中
学
生
出
前
事
業
や
、

小
中
高
の
相
互
交
流
事
業
、
合
同

発
表
会
を
実
施
し
、
児
童
生
徒
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
秋
田

県
に
か
ほ
市
教
育
委
員
会
と
の
交

流
を
継
続
し
、
ま
た
文
部
科
学
省

の
「
被
災
地
の
学
び
支
援
事
業
」

を
活
用
し
た
学
び
支
援
事
業
を
推

進
し
ま
す
。
さ
ら
に
児
童
生
徒
が

自
ら
進
ん
で
学
習
す
る
環
境
づ
く

り
や
英
語
教
育
・
特
別
支
援
教
育

の
充
実
、
不
登
校
や
心
の
ケ
ア
、

い
じ
め
な
ど
の
教
育
問
題
に
つ
い

て
も
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
の
安
全
・
安
心
な
体
制
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
松
島
第
五
小

学
校
の
屋
根
改
修
等
を
実
施
し
、

教
育
環
境
の
計
画
的
な
整
備
を
図

り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
生
産

者
に
よ
る
食
育
教
育
の
推
進
、
松

島
産
の
米
や
野
菜
等
の
ふ
る
さ
と

食
材
の
活
用
、
生
産
者
等
と
児
童

生
徒
の
食
育
交
流
を
推
進
し
、
健

康
な
児
童
生
徒
の
育
成
を
図
り
ま

す
。

　

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
第
五

幼
稚
園
に
お
い
て
三
歳
児
教
育
を

開
始
し
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
第
一
幼
稚
園

施
設
の
改
修
及
び
園
庭
整
備
を
実

施
し
元
気
な
園
児
の
育
成
に
努
め

ま
す
。

（
社
会
教
育
）

　

松
島
の
歴
史
・
文
化
・
景
観
等

の
豊
富
な
教
育
資
源
を
活
用
し
た

学
習
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
、
地

域
団
体
や
関
係
機
関
と
連
携
し
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
秋
田
県
に

か
ほ
市
と
の
相
互
交
流
や
町
内
外

と
の
交
流
活
動
を
通
し
て
、
郷
土

「
松
島
」
へ
の
理
解
を
深
め
誇
り

が
持
て
る
よ
う
、
生
涯
学
習
活
動

の
推
進
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
た
め
、

小
中
学
校
や
各
分
館
と
協
働
で
の

地
域
活
動
や
家
庭
教
育
を
継
続
し

て
推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
の
芸
術

体
験
や
創
作
活
動
の
機
会
を
設
け

ま
す
。

　

芸
術
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、

松
島
町
文
化
観
光
交
流
館
「
ア
ト

レ
・
る 
h
a
l
l
」を
拠
点
に
、
文

化
や
芸
術
、
観
光
情
報
を
発
信
し

ま
す
。
ま
た
、
文
化
観
光
交
流
館

施
設
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
制

度
を
活
用
す
る
こ
と
で
専
門
的
か

つ
機
能
的
な
施
設
運
営
と
事
業
の

展
開
を
図
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、

コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
、
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ

レ
ッ
ス
ン
事
業
な
ど
を
継
続
し
て

実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
基
礎
体

力
づ
く
り
、
健
全
な
心
と
体
を
兼

ね
備
え
た
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

力
を
活
用
し
な
が
ら
、
町
民
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
さ

ら
に
、
松
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
や

実
業
団
女
子
駅
伝
競
技
に
つ
い
て

も
、
関
係
団
体
と
連
携
し
支
援
し
、

ア
ス
リ
ー
ト
と
の
交
流
を
図
り
ま

す
。　

松
島
町
の
個
性
を
大
切
に
す
る 

　
　
　
　
　

心
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

「
歴
史
・
文
化
・
自
然
・
人
」
を 

生
か
し
た
観
光
の
ま
ち
づ
く
り

（
観
光
都
市
）

　

松
島
パ
ノ
ラ
マ
ハ
ウ
ス
の
整
備

が
今
年
度
の
夏
に
完
了
し
ま
す
の

で
、
観
光
客
や
町
民
の
方
々
に

と
っ
て
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
な

運
営
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
隣
接

す
る
西
行
戻
し
の
松
公
園
に
つ
い

て
も
、
防
災
機
能
を
備
え
安
全
・

安
心
な
観
光
地
と
し
て
の
整
備
促

進
に
努
め
ま
す
。
観
瀾
亭
分
室
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
歴
史
・
文
化

的
な
建
物
と
し
て
の
趣
き
を
保
存

し
つ
つ
、
避
難
施
設
と
し
て
の
整

備
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

（
交
流
事
業
）

　

松
島
湾
が
「
世
界
で
最
も
美
し

い
湾
ク
ラ
ブ
」
に
加
盟
し
た
こ
と

を
契
機
に
、
松
島
湾
を
取
り
囲
む

近
隣
3
市
3
町
（
東
松
島
市
・
塩

釜
市
・
多
賀
城
市
・
七
ヶ
浜
町
・

利
府
町
・
松
島
町
）
と
宮
城
県
が

広
域
観
光
連
携
に
取
り
組
む
�
再

発
見
！
�
松
島
湾
ダ
ー
ラ
ン
ド
構

想
が
昨
年
度
か
ら
始
動
し
て
お
り
、

周
遊
型
観
光
地
と
し
て
の
エ
リ
ア

づ
く
り
と
情
報
発
信
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
交
流
や
連

携
を
図
っ
て
き
た
岐
阜
県
大
垣

市
・
埼
玉
県
滑
川
町
・
岡
山
県
倉

敷
市
と
の
観
光
交
流
も
継
続
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
復
興
支
援
職
員
の

派
遣
を
受
け
て
い
る
東
京
都
豊
島

区
で
の
交
流
事
業
を
実
施
す
る
な

ど
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
推
進
し

ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
松
島
観
光
協
会

と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
松
島
流

灯
会
海
の
盆
や
松
島
か
き
祭
り
を

は
じ
め
と
す
る
様
々
な
行
事
に
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
本
町
の

魅
力
を
継
続
し
て
国
内
外
に
発
信

し
ま
す
。

（
国
際
観
光
）

　

県
内
の
主
要
観
光
地
で
構
成
さ

れ
る
「
国
際
観
光
テ
ー
マ
地
区
推

進
協
議
会
」
の
事
業
に
参
画
し
、

海
外
誘
致
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
世
界
で
最
も

美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
を
活
用
す
る
こ
と
で
知
名
度

の
向
上
と
魅
力
の
発
信
に
努
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
天
橋
立
、
宮
島
と

連
携
し
な
が
ら
、「
日
本
三
景
」
を

世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
と
と
も

に
、
国
際
交
流
員
（
C
I
R
）
を

継
続
し
て
雇
用
し
英
語
で
の
情
報

発
信
と
、
国
際
観
光
地
と
し
て
外

国
人
観
光
客
の
受
入
体
制
の
充
実
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消
費
者
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
を
活
用

し
て
整
備
し
て
き
た
体
制
の
維

持
・
充
実
に
継
続
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

（
住
民
参
加
）

　

継
続
し
て
次
期
長
期
総
合
計
画

の
策
定
を
実
施
し
ま
す
が
、
総
合

計
画
審
議
会
や
長
期
総
合
計
画
策

定
検
討
委
員
会
で
の
意
見
等
を
踏

ま
え
る
と
と
も
に
、
広
く
町
民
の

方
々
に
情
報
を
提
供
し
、
意
見
等

を
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
「
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
す
る
な
ど
、

町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
町

の
新
た
な
指
針
と
な
る
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
今
後
5
か
年
の
目
標
や

施
策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的
な

施
策
を
ま
と
め
る「
地
方
版
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略（
地

方
版
総
合
戦
略
）」
を
、
長
期
総
合

計
画
策
定
過
程
で
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
や
意
見
等
を
も
と
に
策
定
し
、

「
長
期
総
合
計
画
」
と
「
地
方
版

総
合
戦
略
」
を
軸
と
し
た
施
策
の

展
開
を
図
り
ま
す
。

（
広
域
行
政
）

　

塩
釜
地
区
広
域
行
政
連
絡
協
議

会
や
宮
城
黒
川
地
方
町
村
会
を
通

し
て
、
経
済
対
策
や
地
方
創
生
の

施
策
や
集
中
復
興
期
間
の
延
長
と

い
っ
た
広
域
的
課
題
の
解
決
に
向

け
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

主な事業　　　　　　　　　　
◆松くい虫防除事業 23,985 千円

◆経営改善普及・商工振興助成経費 7,100 千円

◆水田農業構造改革対策経費 3,902 千円

◆富山観音環境整備事業　 28,166 千円

◆国際交流関係経費 5,274 千円

◆漁港海岸・海岸保全施設築造事業

 210,550 千円

を
図
り
ま
す
。

（
景
観
ま
ち
づ
く
り
）

　

景
観
条
例
・
景
観
計
画
に
基
づ

き
、
町
民
や
事
業
者
の
方
々
と
対

話
を
し
な
が
ら
、
景
観
を
通
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
と
景

観
形
成
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

 
（
文
化
財
保
護
）

　

震
災
復
興
事
業
が
「
特
別
名
勝

松
島
」
保
護
地
区
や
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
へ
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
、

手
続
き
に
関
す
る
指
導
・
助
言
を

実
施
し
ま
す
。

　

文
化
財
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

小
･
中
学
校
に
歴
史
文
化
教
育
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し
、
出
前
講

座
や
体
験
学
習
を
共
通
化
す
る
こ

と
で
、
松
島
の
歴
史
文
化
に
触
れ

る
機
会
を
増
や
し
ま
す
。
ま
た
、

文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
活
性

化
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
、
文

化
遺
産
の
情
報
発
信
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
瑞
巌
寺
本
堂
の

解
体
修
理
が
平
成　

年
3
月
に
終

28

了
す
る
こ
と
に
合
わ
せ
、
改
修
工

事
や
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

た
内
容
に
つ
い
て
情
報
の
発
信
に

取
り
組
み
ま
す
。

薬
剤
散
布
を
実
施
す
る
こ
と
で
松

枯
れ
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

被
害
木
の
早
期
伐
倒
に
よ
り
松
枯

れ
被
害
の
拡
大
防
止
を
図
る
こ
と

で
内
地
や
島
々
の
景
観
保
持
に
努

め
ま
す
。
さ
ら
に
、
ナ
ラ
枯
れ
被

害
に
つ
い
て
も
早
期
発
見
・
駆
除

に
努
め
ま
す
。
ウ
ミ
ネ
コ
の
被
害

に
つ
い
て
は
、
被
害
調
査
や
磯
島

の
草
刈
り
な
ど
効
果
的
な
対
策
を

講
じ
、
被
害
軽
減
に
努
め
ま
す
。

（
林
業
振
興
事
業
）

　

森
林
機
能
の
回
復
と
確
保
を
図

る
た
め
、
事
業
者
に
対
す
る
支
援

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

N
P
O
法
人
ウ
イ
ザ
ス
と
連
携
し

て
長
松
園
内
の
除
間
伐
の
実
施
や

広
葉
樹
を
植
栽
を
通
し
て
周
辺
環

境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

（
水
産
業
）

湾
内
の
環
境
改
善
を
目
指
し
、
漁

場
環
境
調
査
の
実
施
を
国
や
宮
城

県
に
要
望
し
ま
す
。
ま
た
、
漁
協

や
漁
業
者
、
N
P
O
団
体
と
連
携

し
藻
場
の
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

漁
港
に
つ
い
て
は
、
磯
崎
漁
港
の

災
害
復
旧
工
事
の
早
期
完
成
に
向

け
県
と
調
整
を
進
め
ま
す
。
名

籠
・
古
浦
・
銭
神
漁
港
の
災
害
復

旧
工
事
に
つ
い
て
も
早
期
完
成
に

努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
古
浦
・
銭

神
地
区
の
防
潮
堤
に
つ
い
て
は
築

堤
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

（
消
費
者
行
政
）

�
松
島
人
�
エ
ネ
ル
ギ
ー
が 

躍
動
す
る
ま
ち
づ
く
り

（
地
産
地
消
）

　

環
境
保
全
米
や
松
島
白
菜
、
紅

爵
南
瓜
な
ど
の
地
場
産
品
の
宣
伝

販
売
の
推
進
、
給
食
で
の
地
場
産

食
材
の
生
産
の
支
援
を
図
る
こ
と

で
、
農
林
漁
業
者
が
付
加
価
値
を

高
め
ら
れ
る
よ
う
な
6
次
産
業
化

の
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

（
農
業
振
興
）

　

農
業
生
産
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
水
稲
生
産
や
大
豆
、
飼
料
作

物
等
を
生
産
す
る
担
い
手
に
対
し

農
地
の
集
積
や
効
率
的
利
用
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
不
作
付
地
解

消
の
た
め
備
蓄
米
や
飼
料
用
米
な

ど
の
多
用
途
米
作
付
を
推
進
し
、

農
地
集
積
に
よ
っ
て
農
業
経
営
の

安
定
や
地
域
農
業
の
担
い
手
の
確

保
を
実
施
し
ま
す
。

　

農
業
の
競
争
力
・
体
質
強
化
に

つ
い
て
は
、
町
花
で
あ
る
セ
ッ
コ

ク
の
販
売
促
進
や
、
加
工
技
術
向

上
や
安
全
・
安
心
な
加
工
品
の
提

供
を
促
進
す
る
「
松
島
・
夢
・
農

業
農
村
活
性
化
推
進
協
議
会
」
の

運
営
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
農
業

農
村
の
活
性
化
を
図
り
生
産
性
の

高
い
農
業
経
営
の
確
立
に
努
め
ま

す
。

　

県
営
農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
下
志
田
地
区
で
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
県
営
水

利
施
設
整
備
事
業
銭
神
地
区
に
お

い
て
用
水
路
整
備
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

県
営
水
利
施
設
整
備
事
業
不
来

内
地
区
に
つ
い
て
は
不
来
内
排
水

機
場
の
更
新
事
業
が
着
手
し
、
ま

た
農
村
地
域
復
興
再
生
基
盤
総
合

整
備
事
業
手
樽
地
区
に
つ
い
て
は
、

銭
神
排
水
機
場
の
更
新
事
業
に
係

る
事
業
計
画
書
の
策
定
と
実
施
設

計
が
新
た
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
手
樽
地
区
農
地
海
岸
の
災

害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
早
期

完
成
に
向
け
調
整
を
進
め
ま
す
。

松
く
い
虫
防
除
事
業
に
つ
い
て
は
、

空
中
散
布
及
び
地
上
散
布
に
よ
る
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松島町一般会計総額 128億6600万円 

※構成比の数値は、四捨五入しているため、計の数値と合わない場合があります。 

依

存

財

源 

51.1 
%

自

主

財

源 

48.9 
%

16.5 
%

各会計区分（単位：千円） 

歳　　出 歳　入 （単位：千円） （単位：千円） 

■国民健康保険特別会計 

■後期高齢者医療特別会計 

■介護保険特別会計 

■介護サービス事業特別会計 

■観瀾亭等特別会計 

■松島区外区有財産特別会計 

■下水道事業特別会計 

■水道事業会計 

2,182,946 

208,081 

1,487,650 

5,718 

66,792 

1,586 

4,432,746 

705,063 

 

依存財源 
　国や県の意思により
定められた額を交付さ
れたり、割り当てられ
たりする収入をいいま
す。 
　地方交付税・国、県
支出金などがこれにあ
たります。 

自主財源 
　歳入のうち、自主的
に収入できるものをい
います。 
　町税、分担金および
負担金、使用料および
手数料などがこれにあ
たります。 

義務的経費 
　人件費や扶助費など
の支出が義務づけられ、
任意に削減できない経
費をいいます。 

一般行政経費 
　義務的経費や投資的
経費などを除いた経常
的に支出される経費を
いいます。 

投資的経費 
　支出の効果が資本形
成に向けられ、施設等
がストックとして将来
に残るものに支出され
る経費をいいます。 

一
般
行
政
経
費 

50.9 
%

義
務
的
経
費 

17.7 
%

投
資
的
経
費 

31.4 
%

災害復旧費 
1,498,491（11.6%） 

補助費等 
900,141（7.0%） 

繰出金 
2,745,081（21.3%） 

物件費 
1,204,444（9.4%） 

町債 359,800（2.8%） 

地方交付税 
3,511,780（27.3%） 

国県支出金 
2,370,720（18.4%） 

その他（自主財源） 
4,420,226（34.4%） 

分担金及び負担金、 
使用料・手数料・ 
諸収入　311,587 
         （2.4%） 

町税 
1,557,460（12.1%） 

その他　198,758（1.5%） 

普通建設事業費 
4,043,177（31.4%） 

扶助費　474,583（3.7%） 

人件費 
1,260,884（9.8%） 

公債費 540,441（4.2%） 

その他（依存財源） 
 334,427（2.6%） 

目的別経費 
その他　10,000（0.1%） 

 

労働費 48,719（0.4%） 

議会費 115,079（0.9%） 

災害復旧費 
1,594,662（12.4%） 

 

教育費 
595,240（4.6%） 

土木費 
6,028,050（46.9%） 

総務費 
1,096,889（8.5%） 

民生費 
1,530,820（11.9%） 

公債費 
540,441（4.2％） 

消防費 247,514（1.9%） 
 衛生費 415,233（3.2%） 
 

農林水産業費 
430,150（3.3%） 

商工費 213,203（1.7%） 
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あ
り
が
と
う 

　

ご
ざ
い
ま
し
た

　

本
町
の
災
害
復
旧
支
援
の
た
め
応
援

に
来
て
い
た
だ
き
、
今
年
の
３
月　

日
３１

に
退
任
さ
れ
た
災
害
派
遣
職
員
お
よ
び

任
期
付
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

建設課　塚田則文主幹
神奈川県任期付職員

（平成２６年７月１日～

平成２７年３月３１日）

主に災害公営住宅を担当

建設課　藤井直主事
東京都豊島区より派遣

（平成２６年４月１日～

平成２７年３月３１日）

主に松島地区の復興事業

（避難道路）を担当

水道事業所  内田浩輔主事
埼玉県滑川町より派遣

（平成２６年４月１日～

平成２７年３月３１日）

主に下水道事業の法手続

きを担当

建設課　藤井賢司主査
秋田県秋田市より

（平成２６年４月１日～

平成２７年３月３１日）

主に用地関連事業、災害

公営住宅関連事業を担当

建設課　江尾仁志主幹
岐阜県大垣市より派遣

（平成２６年１０月１日～

平成２７年３月３１日）

主に手樽地区の復興事業

（避難道路）を担当

建設課　井上晋一主幹
広島県廿日市市より派遣

（平成２６年１０月１日～

平成２７年３月３１日）

主に高城磯崎地区の復興事

業（避難道路）を担当

建設課　山本宏幸主幹
平成２７年４月 2日～

平成２８年 3月 31日

宮城県任期付職員

水道事業所　鯨井丈晴主事
平成２７年４月１日～

平成２７年９月３０日

埼玉県滑川町より派遣

建設課　蓮沼勉主幹
平成２７年４月１日～

平成２８年３月３１日

秋田県秋田市より派遣

建設課　中村浩之主幹
平成２７年４月１日～

平成２７年９月３０日

広島県廿日市市より派遣

建設課　河合章弘主幹
平成２７年４月１日～

平成２７年９月３０日

岐阜県大垣市より派遣

建設課　三田明主査
平成２７年４月１日～

平成２８年３月３１日

東京都豊島区より派遣

宜
し
く

　

お
願
い
し
ま
す

　

今
年
の
４
月
よ
り
、
新
た
に
着

任
さ
れ
た
災
害
派
遣
職
員
お
よ

び
任
期
付
職
員
を
ご
紹
介
し
ま

す
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松
島
町
職
員
人
事
異
動

松
島
町
職
員
人
事
異
動

4
月
1
日
付
（

）
内
は
前
職
名

4
月
1
日
付
（　

）
内
は
前
職
名

【
総
務
課
】▼
課
長　

熊
谷
清
一

（
総
務
課
長
兼
総
務
課
危
機
管
理

監
兼
環
境
防
災
班
長
）　

▼
総
務

課
危
機
管
理
監
兼
環
境
防
災
班
長

　

赤
間
隆
之（
財
務
課
税
務
班
長
）

《
総
務
管
理
班
》▼
保
健
師　

佐
藤

斉
美
（
健
康
長
寿
課
保
健
師
）
▼

主
事　

a
橋
洵
子（
教
育
課
主
事
）

《
環
境
防
災
班
》▼
主
査　

土
井
弘

通
（
議
会
事
務
局
主
査
）

【
財
務
課
】▼
税
務
班
長　

千
葉
忠

弘（
財
務
課
特
別
滞
納
整
理
室
長
）

▼
特
別
滞
納
整
理
室
長　

櫻
井
和

也
（
健
康
長
寿
課
主
査
）

《
特
別
滞
納
整
理
室
》▼
主
事　

福

田
光
輝
（
総
務
課
主
事
）

【
会
計
課
】▼
主
事　

阿
部
明
子

（
総
務
課
主
事
）

【
町
民
福
祉
課
】▼
課
長
兼
児
童
館

長　

阿
部
利
夫（
町
民
福
祉
課
長
）

▼
福
祉
班
長　

赤
間
香
澄
（
町
民

福
祉
課
主
査
）

【
健
康
長
寿
課
】《
健
康
づ
く
り
班
》

▼
主
査
（
保
健
師
）　

渡
邊
恵
美

（
総
務
課
主
査（
保
健
師
））《
高
齢

者
支
援
班
》▼
主
査
（
社
会
福
祉

士
）
a
橋
陽
子
（
総
務
課
主
査
）

▼
主
事　

針
生
裕
希
（
企
画
調
整

課
主
事
）

【
産
業
観
光
課
】▼
産
業
振
興
班
長

　

飯
川
正
昭
（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
）《
産
業
振
興
班
》▼
主

幹　

中
野
貴
子
（
会
計
課
主
幹
）

▼
主
査　

熊
谷
保
範
（
財
務
課
主

査
）

【
教
育
委
員
会
】▼
生
涯
学
習
班
長

（
社
会
教
育
主
事
）
兼
中
央
公
民

館
長
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
所
長

兼
文
化
観
光
交
流
館
長　

千
葉
義

行
（
生
涯
学
習
班
長
（
社
会
教
育

主
事
）
兼
中
央
公
民
館
長
兼
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
海

洋
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
所
長
兼
文
化
観
光
交
流
館

長
）　

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長　

鳫
平
義
弘
（
町
民
福
祉
課
福

祉
班
長
）
▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長

　

千
葉
知
道
（
中
央
公
民
館
主
査

兼
文
化
観
光
交
流
館
主
査
）

《
学
校
教
育
班
》▼
主
査　

若
松
義

典
（
総
務
課
主
査
）

《
松
島
第
五
幼
稚
園
》▼
主
査
（
教

諭
）
和
泉
実
佳
（
松
島
第
二
幼
稚

園
主
査
（
教
諭
））

《
松
島
第
一
幼
稚
園
》▼
主
査
（
教

諭
）
渡
邉
理
加
（
総
務
課
主
査
）

《
中
央
公
民
館
兼
文
化
観
光
交
流

館
》▼
主
査　

齋
藤
寛（
教
育
課
主

査
）

《
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
》▼
技
能
主

事　

齋
藤
弘
子
（
海
洋
セ
ン
タ
ー

技
能
主
事
）

【
議
会
事
務
局
】▼
主
査　

佐
藤
弘

也
（
産
業
観
光
課
主
査
）

【
監
査
委
員
事
務
局
】▼（
併
）書
記

　

佐
藤
弘
也（
産
業
観
光
課
主
査
）

【
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
】事
務

局
長　

伊
藤
政
宏
（
産
業
観
光
課

参
事
兼
産
業
振
興
班
長
）

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】（
併
）農
業

委
員
会
主
事　

中
野
貴
子
（
会
計

課
主
幹
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

○
退
職
者（
三
月
三
十
一
日
付
）

▼
丹
野
隆
子（
産
業
観
光
課
主
幹
）

▼
高
橋
昭
夫
（
建
設
課
主
事
（
再

任
用
））

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

○
新
規
採
用
職
員（
四
月
一
日
付
）

▼
企
画
調
整
課
主
事　

金
田
卓
也

▼
総
務
課
主
事　

千
葉
隆
弘　

▼

教
育
課
技
師
（
学
芸
員
）
本
木
成

美　

▼
教
育
課
技
師
（
学
芸
員
）

米
城
百
合
子　

▼
町
民
福
祉
課
保

育
士
（
高
城
保
育
所
）
赤
間
瑛　

▼
松
島
第
二
幼
稚
園
教
諭　

長
谷

川
碧　

▼
健
康
長
寿
課
栄
養
士　

米
田
真
平　

▼
健
康
長
寿
課
栄
養

士　

大
内
保
那
実　

▼
町
民
福
祉

課
主
事　

高
橋
克
征

▲（後列左から）長谷川碧、高橋克征、米田真平、大内保那実（前
列左から）金田卓也、千葉隆弘、本木成美、米城百合子、赤間瑛

国の退職金制度を活用しませんか
　中小企業退職金共済制度（中退共制度）は、中小

企業の退職金を国がサポートする制度です。

　新規加入や掛け金を増額する場合は、掛け金の一

部を国が助成します。掛け金は全額非課税で、手数

料はかかりません。

●問合先　 ( 独 ) 勤労者退職金共済機構中小企業退
職金共済事業本部　�０３-６９０７-１２３４
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新人ハンター養成講座受講生募集
　狩猟に関する知識や獲物のさばき方などの初歩的な

技能の習得を目指す養成講座が７月から県クレー射撃

場などで開催されます。

　申込期間や費用、参加条件などの詳細についてはお

問合せください。

●問合先　宮城県自然保護課　�２１１-２６７３
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有害鳥獣の駆除を 

実施します
　水稲植え付け後の踏みつけ防止のため、

カラス、カルガモ等の有害鳥獣の実弾によ

る駆除を５月２８日、２９日の二日間、町内全

域で早朝から日没まで実施します。

●問合先　産業観光課産業振興班
　　　　　�３５４-５７０７
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森の親子キノコ作り教室

開催日　5月 30日 （土）　午前 9時から午後 1時
対象者　小学校3年生から小学校6年生までとその保護者の方
参加費　1人 700 円
持ち物　帽子、長袖・長ズボン、軍手、タオル、運動ぐつ、
　　　　おにぎり、マイ箸、持ち帰り袋

申込期限　5月 21日　午後 4時まで
問合・申込先　野外活動センター　�３５３－３９１０
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文部科学省委託　「のびのび松っこ学級」が始まります
のびのびと緩やかにして子どもたちが行ってみたくなる

オープンな学びの場を目指します
　松島町教育委員会では、子どもたちの自学自習の習慣づくり、家庭学習の推進のため、各学校の昼休みや休み時間、
放課後などの時間を活用し、学び支援事業を平成 25年度より開始し、平成 26年度は延べ８，７４７人の児童生徒が利用
しました。
　今年度も、自由参加の学びの場として、教員免許を持つ学び相談員や、大学生等の学び支援員が、各学校に開設する
「のびのび松っこ学級」で子どもたちの自主学習のお手伝いをします。　子どもたちにチャレンジする喜び、わかる楽し
さを実感してもらえるようにバックアップしますので、ご家庭におかれましても家庭学習の習慣づくりや励ましをお願
いします。

【　平成 27年度の予定　】
※学校行事により中止・変更の場合があります。
松島第一小学校　４月２１日（火）より開始　毎週火曜日・木曜日（場所：生活科室 )
松島第二小学校　４月２０日（月）より開始　毎週月曜日・水曜日（場所：図工室）
松島第五小学校　４月２４日（金）より開始　毎週水曜日・金曜日（場所：図書室）　
　　※各学校とも昼休み・放課後～下校時刻までの開催となります。    

     　
※なお、松島中学校では 2階「学びの相談室」において 4月 21日より学び支援事業を実施（月～金放課後～下校時刻
迄）いたします。

【問合先】 松島町教育委員会学校教育班　� 354-5713

松島町子ども・子育て支援事業計画について①
�

�

�
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計画の位置づけ

　計画は、子ども・子育

て支援法第６１条第１項

に基づく「市町村子ども・

子育て支援事業計画」に

該当するもので、町の他

の計画と整合性をもって

策定されました。

計画の期間

計画期間は、平成２７年度から平成３１年度までの５年間です。

平成 32年度平成 31 年度平成 30 年度平成 29 年度平成 28 年度平成 27 年度

本計画

次期計画
見直し

次期策定

計画の策定体制

　子ども・子育て支援法第７７条に定められている

「松島町子ども・子育て会議」を設置し、計画内容、

事業運営、施策推進に関する事項についての協議を

行いました。

　計画は、子ども・子育て関連３法を根拠法とし、総合計画や関連施策と整合性を持つものです。「松島町子ども・子育て

支援事業計画策定のためのアンケート調査」の結果を踏まえ、「松島町子ども・子育て会議」での協議を行いました。

●問合先　町民福祉課福祉班　� 354-5706
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春の交通安全運動町民総ぐるみ運動を実施します
１．目　　　的　交通安全意識の高揚を図るとともに、交通安全ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を

　　　　　　　 　習慣付けることにより、交通事故防止の徹底を図ります。

２．期　　　間　５月１１日（月）から同年５月２０日（水）まで

３．運動の基本　○　子どもと高齢者の交通事故防止

４．運動の重点　①自転車の安全利用推進 ( 特に、自転車安全利用五則の周知徹底 )

　　　　　　　    ②全ての座席とシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

　　　　　　　    ③飲酒運転の根絶

５．運動実施内容　期間中は、松島町交通指導員や松島町交通安全母の会、塩釜地区交通安全協会松島支部など、

　　　　　　　　    関係機関が交通安全運動に取り組みます。  

　　　　　　　    ・飲酒運転撲滅作戦　・セフティ交差点作戦 ( 夜間の街頭指導 )  

　　　　　　　    ・高齢者事故防止作戦　   高齢者の集まる行事やサークルでの啓発活動  

松島町交通安全指導員募集
 交通安全指導員とは町長から任命を受け、交通安全指導任務を行う任務です。 

・年齢 20歳以上 65歳未満 

・活動内容ー毎月 5,10,15,25,30 日の登校時間、通勤時間に合わせて実施（平日のみ） 

・春、秋の交通安全運動期間中の街頭指導 

・町内幼稚園、保育所、小学校での交通指導および交通安全教室の実施 

・お祭りや混雑時での交通指導　など 

・出勤報酬－職務の執行に要した経費を補うための報酬 

・処　遇　出勤手当、公務災害補償あり 
・問合先　総務課環境防災班　� 354-5782

危険物取扱者試験 

準備講習会の開催
　第１回の危険物取扱者試験が６月２７日（土）に実施

されることに伴い、乙種第４類の受験者を対象に危険

物取扱者試験準備講習会を開催します。

１　日　時　　　６月３日 （水）

　　　　　　　　午前９時から午後４時３０分まで

２　場　所　　　塩釜商工会議所

　　　　　　　　（塩竈市港町一丁目６番２０号）

３　受付期間　　５月１５日（金）から５月２９日（金）

４　受講定員　　50名

　　　　　　　　（定員になりしだい締め切ります。）

５　申込場所　　塩釜地区管内の各消防署

６　テキスト代　２， ０００円

　　　　　　　　（申込時にお支払い下さい。）

７　問合先　　　塩釜地区防災安全協会

　　　　　　　　� 361-１６１９

　　　　　　　　または，塩釜地区管内の各消防署

※会場には駐車場を用意していませんので、各公共交

通機関をご利用下さい。
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狂犬病集合注射について
　５月に実施する狂犬病集合注射について、広

報まつしま４月号で開始時間と会場に間違いが

ありましたので、下記のとおり訂正するととも

にお詫びします。

●日　時　５月１０日 （日）
　　　　　午前９時 30分～ 10時 30 分

●場　所　母子健康センター前
　　　　　（文化観光交流館脇）
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ゴミゼロ運動を実施します

　毎年増加傾向にあるゴミの量を減らすため、

今年も５３０(ゴミゼロ ) 運動を実施します。　期

間中は、地域での清掃活動などのご協力をお願

いします。地域の皆さんで協力し、「ゴミのな

いまちづくり」を目指しましょう。

運動期間　５月３０日（土）～６月５日（金）

※各家庭のごみはゴミゼロ運動日の臨時収集場
� ��������������������������������������

には出せません。
� ��������������

分別して、通常の指定日に出しましょう。
� ����������������������������������

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�



16

Roger'        s           なんだりかんだり
ロ ジ ャ ー の

② Tasting the Seasons（季節を味わう）

The last time I enjoyed spring in Japan was in the spring 

of 2000, when I studied abroad in Nagoya. This year, I am 

not only enjoying the spring scenery but also its tastes!

Where I lived in America most people had no connection 

to farmers and bought all of their food in a supermarket. I 

think many people didn’ t realize that foods have seasons. 

For example, with tomatoes, thanks to greenhouses and 

imported foods, you can buy “fresh” tomatoes year-

round. However, in the winter they don’ t taste very good.  

One of the first things I noticed in Matsushima was how 

much produce is grown locally. There are so many 

vegetables here labeled “Made in Matsushima” or “Made 

in Miyagi.”

For me, going to the local market is like opening presents 

at Christmas as almost every time I go to the store I am 

surprised to see something new! 

I used to watch the TV show “Iron Chef,” where chefs 

would take a few ingredients and prepare many different 

dishes. I try to do the same thing and use the same 

vegetable in a stew, in a saut � , or even with pasta. 

The most surprising thing I bought recently was a root 

which looks like a stick, but is actually very soft and 

sticky inside. I cut it finely and ate it with rice and 

vegetables. I learned it’ s called a nagaimo. 

I think it is wonderful that it is popular to eat local, 

seasonal food. Recently in the northeastern US, farmer’ s 

markets have become popular in urban areas, and 

Americans are also starting to rediscover the joy of fresh, 

local food. I can’ t wait to see what new foods will appear 

in Matsushima this summer.

日本で春を楽しんだのは 2000 年の名古屋に留学していた頃で

した。今年、松島で春の景色だけではなく、春の味も楽しんで

います！

アメリカの私が住んでいたところではほとんどの住民が農家と

いう生産者との繋がりがない中で、全ての食材をスーパーで

買っていました。だから食べ物には旬の食材があることに気づ

いていない人も多かったと思います。例えば、トマトは温室と

輸入のおかげで、一年中いわゆる新鮮なものを買えましたから。

しかし、冬のトマトはあまりおいしくありませんね。

松島に来て、最初に気づいたものの一つは地場産が多かったこ

とです。「松島産」や「宮城産」の野菜がたっぷりあります。

私にとって、マーケットでお買い物するのはクリスマスの日に

プレゼントをあけるようなものです。お店に行くとほとんど毎

回、新しいものに出会い驚かされるのです。

昔、テレビで「アイアン・シェフ」（「料理の鉄人」の英語版）

をよく見ました。それぞれの料理人は同じ食材でまったく違う

料理を作っていました。今、私もそのように同じ野菜を使って、

鍋や炒めものやパスタなどを作ります。

最近一番びっくりしたのは根菜です。外見からかたい棒に見え

るが、その中はやわらかくて、ねばねばしていました。それを

細かく切って、ご飯と野菜と一緒に食べました。「長いも」って

言うんですね。

地場産の旬の食べ物を食べられることは素晴らしいと思います。

最近、アメリカ北東部の都会でも、農民市場が人気になってい

て、アメリカ人も新鮮な土地の食べ物を食べる幸せを再発見し

ています。松島の夏にどんな食べ物が出るのか今から待ちきれ

ないです。
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　松島町国際交流員（ＣＩＲ）ロジャー・スミスさんのコラムがスタートしました。
　ロジャーさんから見た松島の魅力や面白さ、故郷アメリカの文化や日本との違いなどを色々な事
をご紹介していただきます。第 2回目は「季節を味わう」と題したコラムです。

　

幡
谷
は
観
音
堂
の
脇
に
小
さ
な 
青  
面  
金  
剛 
像

し
ょ
う 
め
ん 

こ
ん 

ご
う

が
あ
り
ま
す
。
青
面
金
剛
は 
庚  
申  
講 
の
本
尊
と

こ
う 

し
ん 

こ
う

し
て
祭
ら
れ
る
神
様
で
、　

日
に
一
度
の
庚
申

６０

の
日
に
人
の
体
内
か
ら
出
て
く
る 
三  
尸 
と
い
う

さ
ん 

し

悪
い
虫
を
押
え
て
く
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
か
ら
庚
申
待
と
い
っ
て
徹
夜
で
過
ご

す
風
習
が
あ
り
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
人
々
が
寄

り
合
っ
て
酒
宴
を
行
う
形
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

足
元
の
三
猿
像
と
相
ま
っ
て
ど
こ
か
愛
嬌
の
あ

る
金
剛
様
は
、
地
区
の 
喧  
騒 
を
見
続
け
て
き
た

け
ん 

そ
う

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

生
涯
学
習
班　

学
芸
員：

森
田

路
傍
の
石
碑
が
語
る
⑬ 

　
　
　
　

見
ざ
る
言
わ
ざ
る
聞
か
ざ
る

文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化
財財財財財財財財財財財財
でででででででででででで
見見見見見見見見見見見見
るるるるるるるるるるるる
松松松松松松松松松松松松
島島島島島島島島島島島島
のののののののののののの
歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴
史史史史史史史史史史史史

文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史
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マ
リ
ン
ピ
ア
松
島
水
族
館
の
歴
史
に
終

止
符
は
打
た
れ
ま
す
が
、
飼
育
員
や
生
き
物

た
ち
は
、
仙
台
港
に
開
業
さ
れ
る
「
う
み
の

杜
水
族
館
」
へ
引
越
し
と
な
り
ま
す
。
新
た

な
地
で
、
マ
リ
ン
ピ
ア
の
情
熱
や
想
い
が
引

き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

沢
山
の
方
々
を
出
迎
え
た

マ
リ
ン
ピ
ア

　

幼
い
頃
は
毎
月
の
よ
う
に
マ
リ
ン

ピ
ア
へ
遊
び
に
行
っ
て
い
た
の
で
、
町

外
の
友
人
と
訪
れ
た
時
、
得
意
げ
に
館

内
の
案
内
を
し
ま
し
た
。
友
人
た
ち

は
マ
リ
ン
ピ
ア
の
素
晴
ら
し
さ
に
感

動
し
て
い
て
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
町

が
少
し
誇
ら
し
く
思
え
ま
し
た
。

　

松
島
海
岸
駅
を
降
り
れ
ば
マ
リ
ン

ピ
ア
が
松
島
を
訪
れ
る
方
々
を
出
迎

え
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
松

島
に
来
た
」
と
実
感
さ
せ
て
く
れ
て
い

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
閉

館
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、
マ
リ
ン

ピ
ア
の
分
ま
で
松
島
へ
来
て
く
れ
る

方
々
を
お
も
て
な
し
出
来
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

小
野　

博
基
さ
ん
（
松
島
）

マ
リ
ン
ピ
ア
松
島
水
族
館
よ
り

　

５
月
１
日（
金
）〜
５
月　

日（
日
）の
営

１０

業
時
間
は
午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時
（
最

３０

終
入
館
午
後
６
時　

分
）
と
な
り
ま
す
。
ま

３０

た
、
最
終
日
の
午
後
７
時　

分
よ
り
観
光
桟

３０

橋
か
ら
打
ち
上
げ
花
火
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
花
火
を
持
ち
ま
し
て
マ
リ
ン
ピ

ア
の
営
業
が
終
了
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
ぜ

ひ
最
後
の
お
別
れ
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

マ
リ
ン
ピ
ア
松
島
水
族
館　

　
　
　
　
　
 
�
３
５
４－

２
０
２
０

　

昭
和
２
年
の
開
館
か
ら　

年
、
長

８８

年
親
し
ま
れ
て
き
た
マ
リ
ン
ピ
ア
松

島
水
族
館
が
そ
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ

ま
す
。
そ
こ
に
は
多
く
に
人
々
が
訪

れ
、
沢
山
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

マ
リ
ン
ピ
ア
松
島
水
族
館
を
愛
す

る
方
々
の
お
話
を
交
え
な
が
ら
、
全

５
回
で
お
送
り
し
た
「
あ
り
が
と
う
、

さ
よ
う
な
ら　

マ
リ
ン
ピ
ア
松
島
水

族
館
」
も
最
終
回
を
迎
え
ま
す
。
最

終
回
は
マ
リ
ン
ピ
ア
松
島
水
族
館
の

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興　

そ

し
て
、
未
来
へ
」
で
す
。

マ
リ
ン
ピ
ア
を
襲
っ
た
津
波

　

平
成　

年
3
月　

日
に
発
生
し
た
東
日

23

11

本
大
震
災
は
、
マ
リ
ン
ピ
ア
松
島
水
族
館
に

も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
水

族
館
を
襲
っ
た
真
っ
黒
な
津
波
。
地
震
発

生
時
、
来
園
客
は
従
業
員
の
的
確
な
避
難
指

示
に
よ
り
全
員
が
無
事
で
し
た
。
し
か
し
、

マ
リ
ン
ピ
ア
の
生
き
物
た
ち
は
ビ
ー
バ
ー

一
家
や
マ
ン
ボ
ウ
、
ク
ラ
ゲ
を
は
じ
め
、
震

災
後
１
か
月
ま
で
に
約
３
９
０
０
点
の
う

ち
約
２
１
０
点
の
生
き
物
が
犠
牲
に
な
り

ま
し
た
。
津
波
に
よ
り
電
気
系
統
や
ポ
ン

プ
が
使
え
な
く
な
る
中
、
最
小
限
の
被
害
に

と
ど
め
ら
れ
た
の
は
、
夜
通
し
続
い
た
復
旧

作
業
と
献
身
的
な
世
話
を
行
っ
た
従
業
員

の
努
力
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

再
開
を
待
っ
て
い
る
人
の
た
め
に

　

地
震
発
生
か
ら
約
１
か
月
後
、
マ
リ
ン
ピ

ア
は
大
型
連
休
を
前
に
営
業
再
開
を
果
た

し
ま
し
た
。
急
ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
た
復
旧

作
業
。
泊
ま
り
込
み
で
作
業
を
行
っ
た
従

業
員
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
再
開
を
待

ち
望
ん
で
い
る
国
内
外
の
フ
ァ
ン
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。
再
び
立
ち
上
が
り
、

４
月　

日
に
再
オ
ー
プ
ン
を
果
た
し
た
マ

２３

リ
ン
ピ
ア
の
姿
は
、
観
光
地
松
島
の
大
き
な

励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
未
来
へ

　

昭
和
２
年
に
開
園
し
て
以
来
、
世
代
を
越

え
、
沢
山
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
マ
リ
ン

ピ
ア
は
、
平
成　

年
５
月　

日
に
閉
館
と
な

２７

10

り
ま
す
。
閉
館
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
マ
リ
ン

ピ
ア
は
フ
ァ
ン
や
町
民
の
皆
さ
ん
と
最
後

の
思
い
出
を
作
る
か
の
よ
う
に
、
ナ
イ
ト
ア

ク
ア
リ
ウ
ム
や
音
楽
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
沢
山

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

ありがとう、さようならマリンピア松島水族館ありがとう、さようなら マリンピア松島水族館

最終回 東日本大震災からの復興 そして、未来へ最終回　東日本大震災からの復興　そして、未来へ

▲再オープンを果たしました ▲マリンピアに押し寄せた津波

▲従業員からの感謝のメッセージ ▲「マリンピアナイトアクアリウム」
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真
壁
豆
富
店

が
ん
ば
る
企
業
を

紹
介
し
ま
す

　

全
国
の
�
お
豆
腐
屋
さ
ん
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
�
を
屈
指
し
て
、
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
「
真
壁
豆
富
店
」。
４
代
目
の

店
主
で
あ
る
真
壁
充
さ
ん
は　
20

代
半
ば
で
店
の
経
営
に
入
っ
て

以
来
、
柔
軟
な
発
想
と
数
々
の
試

行
錯
誤
で
高
城
の
商
店
街
に
あ

る
こ
の
小
さ
な
豆
腐
屋
を
守
り

続
け
て
い
ま
す
。

　

前
述
し
た
�
お
豆
腐
屋
さ
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�
は
、
全
国
に
あ

る
高
品
質
で
こ
だ
わ
り
の
豆
腐

を
製
造
し
、
販
売
し
て
い
る
店
主

た
ち
の
繋
が
り
の
こ
と
。
真
壁

さ
ん
は
東
北
を
中
心
に
、
豆
腐
店

の
先
輩
方
や
同
世
代
の
仲
間
た

ち
と
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
て

い
ま
す
。「
国
産
大
豆
を
使
用
し
、

材
料
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
豆
腐

の
こ
と
を
、
私
は
�
お
土
産
系
豆

腐
�
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
年
に
数

回
、�
お
土
産
系
豆
腐
�
を
取
り

扱
っ
て
い
る
若
手
の
店
主
が
集

ま
っ
て
情
報
交
換
を
行
い
、
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
吸

収
し
た
事
や
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア

を
、
自
分
の
店
に
合
わ
せ
た
形
に

し
て
取
り
入
れ
て
い
ま
す
」。
行

列
の
出
来
る
人
気
店
に
は
実
際

に
足
を
運
び
、
社
長
か
ら
直
接
話

を
聞
い
て
学
ん
で
い
る
と
言
い

ま
す
。

　

「
�
お
土
産
系
豆
腐
�
の
値
段
は

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
売
ら
れ
て
い

る
も
の
と
比
べ
る
と
少
し
高
額

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
店

に
買
い
に
来
る
お
客
さ
ん
は
、
美

味
し
い
豆
腐
を
求
め
て
い
ま
す
。

4
代
目
と
し
て
高
城
で
豆
腐
を

売
る
意
味
を
考
え
た
時
、
普
段
の

食
卓
に
並
ぶ
豆
腐
と
は
違
う
、
特

別
な
物
を
作
る
べ
き
だ
と
考
え

ま
し
た
。
上
手
く
い
け
ば
、
昔
に

比
べ
少
し
寂
し
く
な
っ
た
高
城

の
商
店
街
に
町
外
か
ら
も
お
客

さ
ん
が
や
っ
て
く
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
う
い
う
想
い
を
少
し

ず
つ
行
動
に
移
し
て
い
き
ま
し

た
」。

　

真
壁
さ
ん
は　

代
前
半
で
、
店

30

舗
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
開
始
し

ま
し
た
。
販
売
ス
ペ
ー
ス
か
ら

豆
腐
の
製
造
過
程
が
見
え
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
新
し
い
「
真
壁

豆
富
店
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
た
矢
先
に
、
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。「
地

震
に
よ
り
工
事
が
止
ま
っ
て
し

ま
い
、
完
成
ま
で
約
2
年
か
か
り

ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

店
で
は
、
珍
し
い
国
産
大
豆
を

使
っ
た
豆
腐
や
湯
葉
、
最
近
で
は

豆
腐
を
混
ぜ
た
�
と
う
ふ
ド
ー
ナ

ツ
�
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
豆
腐

を
求
め
て
店
に
買
い
に
来
る
お

客
さ
ん
の
大
部
分
は
町
内
の
方

で
、
と
う
ふ
ド
ー
ナ
ツ
は
近
所
の

子
ど
も
達
か
ら
も
人
気
が
あ
り

ま
す
。
今
は
毎
日
が
勉
強
の

日
々
で
、
他
店
か
ら
の
情
報
を
貰

い
な
が
ら
、
松
島
町
の
豆
腐
店
と

し
て
成
功
す
る
た
め
、
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
ま
す
」。

　

「
真
壁
豆
富
店
」
は
、
こ
れ
か
ら

の
豆
腐
店
と
し
て
新
た
な
姿
と

な
る
べ
く
高
城
の
商
店
街
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

真壁豆富店
松島町高城町１５８   �３５４-２５１５

営業時間　平日午前 ９ 時～午後 ７ 時

休　 　日　 正午～午後７時

定 休 日 　不定期
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　西行戻しの松公園は、復興事業により災害時には避難場所となる公園として

整備が行われています。松島湾を一望することができる展望地として人気のス

ポットですが、現在工事中のためご不便をお掛けいたします。

　５月１０日までは、普通車４０台、大型バス２台程度の駐車場を確保しておりま

すが、それ以降については工事の関係から転回スペースのみとなり駐車をご遠

慮いただくこととなります。町営三十刈無料駐車場など近隣の駐車場をご利用

いただくなどご協力をお願いいたします。

　今夏の完成を目指して整備を進めてまいりますので、皆さんのご理解・ご協力

をよろしくお願いいたします。

【問合先】産業観光課観光班　� ３５４-５７０８

「西行戻しの松公園　駐車場」の利用について

▲整備工事中の西行戻しの松公園

ご不便をおかけしております

「あなたが主役５０ボイススペシャル～仙石線復興ボイス～」観覧者募集
　NHK総合テレビ「あなたが主役５０ボイス」は、日本人がいま抱いている夢

や希望、本音を、５０人に生の声で聞く連続インタビュー番組です。

　今回は、５月３０日に全線運転を再開するＪＲ仙石線沿線のみなさんに聞い

た、「一言インタビュー」の映像を、司会の春風亭昇太さん、小池栄子さんと

ともに会場で見て、語り合います。

　ただいま、公開収録の参加者を募集しています。ご希望の方は、次の要領

でお申込みください。

日　　時　平成２７年５月３１日 （日）
　　　　　開場／午後３時　　開演／午後３時３０分　　終演予定／午後５時
会　　場　東松島市大塩市民センター　多目的ホール（宮城県東松島市大塩字中沢２６－１）
出　　演　春風亭昇太（落語家）、小池　栄子（女優）
観覧申込　郵便はがきに、必要事項を記入してお申し込みください。

［記入事項］郵便番号、住所、名前、電話番号
［あ て 先］〒９８０－８４３５（住所不要）　ＮＨＫ仙台放送局「５０ボイス」係
［しめきり］平成２７年５月１３日（水）＜必着＞　　

　　　　　　＊応募多数の場合は抽選のうえ入場整理券 (１枚で１人入場可 )をお送りします。

問合先　ＮＨＫ仙台放送局　広報・事業部
　　　　�２１１-１０１６（平日　午前９時３０分～午後６時）HP：http://nhk.jp/sendai

大型客船「コスタビクトリア」・「にっぽん丸」が石巻港に寄港します
　５月１０日（日）に「コスタビクトリア」が、５月１５日（金）に「にっぽん丸」

が石巻港に寄港します。この豪華客船の入港時に大漁旗によるお出迎えや

入出港時のセレモニー等歓迎イベントを開催しますので、ご家族そろっての

ご来場をお待ちしております。

○コスタビクトリア歓迎第１４回港湾感謝祭・ウェルカムフェスタ
日　時　５月１０日（日）　入港午前８時　出港午後７時
場　所　石巻港雲雀野中央埠頭
○にっぽん丸歓迎ウェルカムフェスタ２０１５　　　　　　
日　時　５月１５日 （金）　入港午前９時　出港午後５時
場　所　石巻港大手埠頭
※気象状況などにより中止する場合があります。

※船内見学会に関しては、コスタビクトリアの場合は３月３１日の抽選会で当選された方のみ（当日は当選ハガキをお

持ちください）となっております。また、にっぽん丸は船内見学会を行いませんのでご了承ください。

※イベントの詳細につきましては、広報まつしま５月号と同時に配布されるチラシにてご確認ください。

問合先　石巻市建設部河川港湾室　�０２２５-９５-１１１１（内線５６０８）
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▲５月１５日に入港するにっぽん丸
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　３月２９日（日）「第 21回田尻少年剣道錬成大会」が行

われ、松島剣道スポーツ少年団からは、先鋒・赤間真斗

くん、次鋒・酒井健介くん、中堅・赤間怜央奈さん、副

将・酒井光太朗くん、大将・丹野晃輔くんの 5人が出場

し、見事優勝を果たしました。

松島剣道スポーツ少年団優勝！

▲見事優勝を収めた松島剣道スポーツ少年団

  　平成１８年からスクールガードリーダーとして活動している大

場武夫さんは、元警察官としての経験を生かし、子どもたちが安

全、安心に登下校できる環境づくりに尽力されています。

　これからも子どもたちの安全、安心な環境づくりの一員として、

朝の声がけや学校周辺の見回り等を通し、子どもたちの成長を見

守っていきたいと語る大場さん。地域の安全、安心リーダーとし

て活動を続けてまいりますので地域のみなさまもよろしく願いし

ます。

　登下校時の安全・安心を守ります

▲スクールガードリーダー
　大場武夫さん

　渡邉巖さん (

松島 ) から、手

作りの杖をたく

さんいただきま

した。

　いただいた杖

は、保健福祉セ

ンターの正面入

口に置き、必要

な方に差し上げ

手作りの杖をいただきました

▲渡邉巖さん

　３月２１・２２日の２日間、ジュニア・リーダー初級研

修会が保健福祉センター「どんぐり」を会場に開催され、

小学６年生と中学１年生１３人が子ども会のボランティ

アリーダーとしての心構えやスキルを研修をとおして学

びました。今年度ジュニア・リーダーは２６名となり、子

ども会活動の支援や地域行事へのボランティア活動に取

り組んでいきます。

ジュニア・リーダー初級研修会

▲研修に参加した児童・生徒たち　　

　3月 28日 ( 土 )、手樽地域交流センターにて、勾玉づ

くり体験を開催しました。多賀城市埋蔵文化財センター

から高橋守克氏を講師に招いて、１５名の参加者は大人も

子どもも夢中になって製作に取り組んでいました。

勾玉作り教室を開催

▲勾玉作りに挑戦しました

ています。

　多くの方が早速使用し、大変喜ばれています。渡辺さ

んありがとうございました。
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米寿おめでとう（４月の敬老祝い金贈呈者）
◆日野とし子さん（上竹谷）

◆大友和子さん（幡谷）

◆丹野智一さん（幡谷）

寄付・寄贈
社会福祉協議会へ　高橋企画　高橋正夫様　　　　　　　50,000 円
　　　　　　　　　軽食スナック「サライ」お客様一同　49,124 円
　　　　　　　　　高橋薬局様　                                        6,137 円
　　　　　　　　　高橋良二様　　　　　　　　　　　   タオル多数
　　　　　　　　　宮城県情報サービス産業協会様　パソコン 3台、プリンター１台

話題の本　
「火　花」　　　　　　　　　　　　        　         　又吉　直樹　著
　お笑い芸人二人。奇想の天才である一方で人間味溢れる神谷、彼を師と慕う後輩徳永。

笑いの真髄について議論しながら、それぞれの道を歩んでいる。神谷は徳永に「俺の伝記

を書け」と命令した。彼らの人生はどう変転していくのか。人間存在の根本を見つめた真

摯な筆致が感動を呼ぶ話題作。

《 新　着　本 》　

「怪しい店」　 有栖川　有栖　著

「One　World」 喜多川　　泰　著

「ほんとうの花を見せにきた」 桜庭　　一樹　著

「北条早雲　悪人覚醒篇」 富樫　倫太郎　著

「緋の天空」 葉室　　　麟　著

「3時のアッコちゃん」 柚木　　麻子　著

本 の 宝 箱 （図書室からのお知らせ）

《  図 書 室  》

●平　日　　　　午前１０時～午後６時

●土・日・祝日　午前１０時～午後４時

●休館日　月曜日、月曜日が祝日の場合は翌日

今月は 7 日 ･11 日 ･18 日 ･25 日が休館。

図書室は連休中も開館してます！

●問合先　勤労青少年ホーム　�３５４-４０３６
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白寿おめでとう
◆ a 平やちよさん（本郷）

◆ 久根 a まつのさん（根廻）

《児童書の新着本》　

「わすれもの大王」 武田　　美穂　絵

「ごめんやさい」 わたなべ　あや　絵

《ブックラリー》

「子ども読書の日」ブックラリー　～ 5月 31 日

＊まだまだ参加できます！くわしくは図書室で！

全国一斉「人権なんでも相談所」開設
のお知らせ

　毎年６月１日は「人権擁護委員の日」です。これにちなんで、

全国一斉に、無料相談所を開設します。

　夫やパートナーからの暴力、お年寄りや子どもへの虐待、会社

などにおけるセクシュアル・ハラスメント、いじめや体罰、近隣

とのトラブルなど人権に関する悩みがありましたら、お気軽にご

相談ください。秘密は厳守されます。

●日時　６月 2日 （火）午前 10時～午後 5時

●場所　松島町役場２階会議室、仙台法務局塩釜支局、多賀城市

社会福祉協議会、七ヶ浜町水道庁舎２階、利府町保健福祉セン

ター

●相談担当者　人権擁護委員

●主催　塩釜人権擁護委員協議会

●共催　仙台法務局塩釜支局、塩釜市、多賀城市、松島町、七ヶ

浜町、利府町
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第５５回 
町民ふれあいスポーツ大会
　分館相互の交流を目的として今年も「第５５回

　町民ふれあいスポーツ大会」を開催いたしま

す。

　町民あげてのスポーツ大会ですので皆様の参

加お待ちしていります。

　

●日　時　６月７日 （日）

●会　場　松島運動公園

　　　　　多目的グラウンド

●開　会　午前９時から

●問合先　アトレ・る hall（文化観光交流館）

　　　　　� 353-3030
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�お　詫　び�
　4月号広報まつしま配布時に、
3月で開催が終了した「瑞巌寺杉
道市」の開催告知チラシが誤って
配布されました。広報を配達す
る行政員の皆さまや町民の皆さ
まに大変ご迷惑をおかけしたこ
と、謹んでお詫び申し上げます。
●問合先　（一社）松島観光協会
　　　　　� 354-2618
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募 集募　集

ままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつししししししししししししししままままままままままままままのののののののののののののの相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口口口口口まつしまの相談窓口
問　合　先内　容　等対　象場所・主催日　時相談事業

企画調整課まちづくり支援班
�３５４-５８０９

多重債務問題、離婚問題、
相続問題など。相談は無
料で秘密厳守します

町　民
１人原則３０分

役場
会議室

５月１９日 （火）
午前１０時～午後５時

弁護士による無料
法律相談（予約制）
弁護士　小川真儀

町民福祉課福祉班
�３５４-５７０６

人権擁護について

町　民
役場
会議室

５月７日（木）
午前１０時～午後３時
６月２日（火）
午前１０時～午後５時

人権なんでも相談

企画調整課まちづくり支援班
�３５４-５８０９

行政相談について行政相談

産業観光課産業振興班
�３５４-５７０７

消費生活相談について消費生活相談

町民福祉課福祉班
�３５４-５７０６

生活保護に関する相談町　民
役場
会議室

５月 7日（木）・21日（木）
午前１０時～午後３時

生活保護相談
（予約制）

町民福祉課福祉班
�３５４-５７０６

就労支援相談町　民
役場３階
会議室

５月 21 日（木）
午後１時～午後３時

ハローワーク就労相談

宮城県総合教育センター
�７８4-３５６７

学校不適合に関する悩
みなどについて

児童生徒・保護者
など

宮城県総合教
育センター

平日　午前９時～午後４時

不登校電話相談
学びの相談室（松中内）
�０８０-３３３３-２７７０
教育課学校教育班
�３５４-５７１３

学びの相談室
（松中内）

平日　午前９時～午後１時
（学校休業日を除く）

教育課学校教育班
�３５４-５７１３

特別支援学級などに関
する相談

保護者など役場 2階
平日
午前８時３０分～午後５時

就学指導相談

健康長寿課健康づくり班
（保健師・栄養士）
� 355-0703

健康に関する相談

町　民
保健福祉
センター
どんぐり

平日　
午前８時３０分～午後５時

健康電話相談

子育て支援センター
� 354-6888

育児・子どもの発育・発
達に関する相談

発育発達電話相談

地域包括支援センター
� 354-6525

高齢者の介護・生活等に
関する相談

高齢者に関する
電話相談

健康長寿課健康づくり班
（保健福祉センターどんぐり）
�３５５-０７０３

こころの問題を抱えた
本人や家族の相談

塩釜保健所管内に
居住する方

５月は、松島町での相談はありません。近隣
の市町村での相談を紹介する事もできます
ので、お問い合わせください。

こころの相談
（予約制）

塩釜保健所
母子障害第 2班
�３６５-３１５３

ひきこもりや、思春期
の心の問題を抱えた本
人や家族の相談

塩釜保健所

５月１３日（水）
午後１時３０分～
午後４時３０分

ひきこもり・思春期
こころの相談（予約制）

塩釜保健所疾病対策班
� 363-5504

検査実施日の前日まで
に予約をお願いします。
検査は原則無料です。

５月 20 日（水）
午前 9時 30 分～
午前 11 時 30 分

HIV・クラミジア抗体
検査、肝炎検査、梅
毒抗体検査

宮城県ひきこもり地域支援センター
�０２２９-２３-００２４

ひきこもりなどの悩み
を持つ方への関わり方、
支援方法等のグループ
ワークや講義など。（お
茶代など実費負担あり）

県内在住で、ひき
こもりなどの悩み
を持つ家族の方

宮城県精神保健福
祉センター
２階（デイケア室）

５月 13 日（水）
午後１時～午後４時

青年期（ひきこもり）
家族会（申し込み制）

�●�● ●�●�

警察官Ａ
（男性一般・女性・武道指導）
●受付期間　５月２２日（金）～６月
１９日（金）

●１次試験期日　７月１２日（日）
●最終合格発表　８月下旬

警察官Ｂ（男性・女性）
●受付期間　７月３１日（金）～８月
２８日（金）

●１次試験期日　９月２０日（日）
●最終合格発表　１１月下旬

警察事務
（短大卒業程度・高校卒業程度）
●受付期間　８月１４日（金）～９月
４日（金）

●１次試験期日　９月２７日（日）
●最終合格発表　１１月下旬
●問合先　宮城県警察本部警務部警
務課採用係　採用フリーダイヤル
�０１２０-２０４-６０６　Ｈ Ｐ　
http://www.police.pref.miyagi.jp/hp
/keimu/police/

警察官・警察職員募集
技術海上幹部・技術航空幹部

●資格　技術海上幹部：大卒３８歳未

満の者　技術航空幹部：大卒４５歳

未満の者

●受付期限　５月１５日（金）必着

●試験期日　６月２９日（月）

●合格発表　８月７日（金）

技術海曹・技術空曹

●応募資格　技術海曹：２０歳以上で

資格・免許などを保有する者　技

術空曹：２１歳以上で資格・免許な

どを保有する者

●受付期限　５月１５日（金）必着

●試験期日　６月２６日（金）

●合格発表　８月７日（金）

●問合先　自衛隊宮城地方協力本部

石巻地域事務所　�・ＦＡＸ　

０２２５-８３-６７８９

自衛官募集

　仙台国税局では、税務のスペシャ
リストとして活躍するバイタリ
ティーあふれる税務職員を募集して
います。
●受験資格　①平成２７年４月１日
において、高等学校または中等教
育学校を卒業した日の翌日から起
算して３年を経過していない者お
よび平成２８年３月までに高等学
校または中等教育学校を卒業する
見込みの者　②人事院が①に掲げ
る者と同等の資格があると認める
者
●受付期間　インターネット：６月
２２日（月）～７月１日（水）　郵送
または持参：６月２２日（月）～６月
２４日（水）
●申込方法　原則インターネット申
込みとする。郵送または持参用受
験申込書の請求は、最寄りの税務
署、仙台国税局人事第二課または
人事院東北事務局へ行う。
●１次試験期日　９月６日（日）
●問合先　仙台国税局人事第二課試
験研修係　�２６３-１１１１、人事院東
北事務局　�２２１-２０２２

国家公務員　税務職員採用試験
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　町税などは、便利で忘れない、しか

も安全な口座振替を利用しましょう。

●納期限　　６月１日（月）

●固定資産税　１期

●軽自動車税　全期

●国民健康保険税　２期

●問合先

　課税について

　税務班　�３５４-５７０３

　納付について

　特別滞納整理室　�３５４-５９１３

５月の納期限

●日時

　５月１４日（木）、５月２８日（木）　

　午前９時３０分～午前１１時

●場所　塩釜保健所

　　　　（塩釜市北浜４- ８-１５）

●問合先　塩釜保健所　�３６３-５５０５

犬・猫引き取り日

休日・急患診療のご案内

診療科目受付時間診療日診療場所

内科昼夜間
日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
松島病院

内科・小児科  8：45 ～ 11：30
13：00 ～ 16：30

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）塩釜地区

休日急患

診療センター 小児科

（15歳まで）
18：30 ～ 21：30土曜日（休日に当たる日を除く）

●問合先　松島病院　松島町高城字浜 1-26　� 354-5811

　塩釜地区休日急患診療センター　塩釜市錦町 7-10　� 366-0630

歯科休日診療

国民健康保険被保険者証兼

高齢受給者証の交付について

　国民健康保険加入者で今月７０歳

になる方（５月２日～６月１日生ま

れ）へ、高齢受給負担割合が記載さ

れた国民健康保険者証を郵送します。

なお、現在お持ちの被保険者証につ

いては、有効期限が過ぎましたら各

自破棄していただきますようお願い

します。

●発送日　６月 24日 （水）

●問合先　町民福祉課

　町民サービス班　�３５４-５７０５

　東北財務局では、地域貢献の一環

として「出前講座」を行っています。

振り込め詐欺などの手口や対処法を、

寸劇・歌・かるたを用いて楽しく説

明します。まずはお電話でお気軽に

ご相談ください。無料です。

●実施期間　

　月～金（祝日、年末年始を除く）

●場所　申込む団体でご用意くださ

　い

●内容　高齢者・一般「お金のトラ

ブルにあわないために」、小学生

「お買い物ゲーム」、中学生「夢・

お金と仕事」、高校生「自立した消

費者へ」

●対象　老人クラブ、町内会、ＰＴ

Ａ行事、研修会などの各種会合

●問合先　東北財務局金融監督第三

課　�２６3-１１１１（内線 3061）

うまい話にご用心！

お金に関する出前講座のお知らせ

�３６６-５５０３多賀城市八幡３- ６-１２　都ビル２階多賀城中央歯科医院５月３日（日）

�３５３-２１６１松島町松島字陰ノ浜７‐７松島中央歯科医院５月４日（月・祝）

�３６２-２２３８塩釜市本町１０- ３郷家歯科医院５月５日（火・祝）

�３６６-７４１５多賀城市下馬１- ５-２０鈴木歯科クリニック５月６日（水・振）

�３０９-１８５５多賀城市高崎３‐１１‐２２森の風歯科クリニック５月１０日（日）

�３６５-３７２８塩釜市旭町１８-１１こぐえ歯科クリニック５月１７日（日）

�３８９-１７７７多賀城市中央１-１６-１７ささき歯科クリニック５月２４日（日）

�３５５-６８６０松島町高城字町１４７- ６ファミリア歯科５月３１日（日）

　放送大学では、平成２７年度第２学

期（１０月入学）の学生を募集してい

ます。

　放送大学はテレビなどの放送やイ

ンターネットを利用して授業を行う

通信制の大学です。

放送大学１０月生募集のお知らせ

　早期再就職に向けた職業訓練（６

か月）を実施しています。

●募集訓練科名（定員）　多賀城実習

場：電気・情報通信工事科（１５）、

住宅リフォーム科（１５）、住宅建築

工事科（１５）、ビル設備サービス科

（１８）

●訓練期間（６か月）　６月２５日

（木）～１２月２８日（月）

●受講料　無料

（テキスト代等は自己負担）

●募集期間　５月２０日（水）まで　

※所住地を管轄するハローワーク

を通じ申し込みください。

●問合先　ポリテクセンター宮城訓

練課　多賀城実習場�３６２-２４５４

ポリテクセンター宮城

公共職業訓練受講生募集

　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自

然科学など、幅広い分野を学べます。

　資料を無料で差し上げています。

お気軽に下記までご請求ください。

放送大学ホームページでも受け付け

ています。

●出願期間　第 1回募集　８ 月 ３１ 日

（月）まで、第 2回募集９月２０日（日）

まで

●問合先　放送大学宮城学習セン

ター　�２２４-０６５１
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　松島町では非課税世帯の高齢者（７５歳以上）世帯、重度障がい者（児）の方を対象に外出支援事業を実施してい
ます。長期入院中や施設入所中の方は対象外となります。
　今年度より障害者（児）の外出支援事業で、助成対象を拡大しております。事業の実施内容は下記のとおりです。
対象の方へ郵送で通知しております。ご不明な点がありましたら、下記の問合せ先までご連絡ください。
（１）障がい者（児）外出支援事業
　●対象　平成２７年１月１日までに手帳または受給者証の交付のある方

� ������������������

　　　　　（入院中及び施設入所中の方は対象外となります。）
①身体障害者手帳１級または２級保持者
②療育手帳「Ａ」保持者
③精神保健福祉手帳１級または２級保持者
④特定疾患医療受給者証保持者で重症の認定を受けている者
⑤小児慢性特定疾患医療受給者証保持者で重症の認定を受けている者

　●助成　福祉タクシー利用券（年１２,０００円分）を交付（ガソリン助成金またはタクシー利用の共通券です。）
　●目的　在宅で生活する重度障害者 ( 児 ) の外出時の経済的負担を軽減し、社会参加を支援するため

（２）高齢者世帯タクシー利用助成事業
　●対象　以下の要件に全て該当する世帯の世帯主

①平成２７年１月１日時点で７５歳以上（昭和１５年１月２日以前に生まれた方）のみの世帯
②非課税世帯
③同一住所に家族等が同居していない方（別世帯であっても、同一の住所に家族がいる方は対象外とな
　ります。）
④在宅で生活している方（入院中及び施設入所中の方は対象外となります。）

　●助成　タクシー利用券（年 6,000 円分）を交付
　●目的　在宅で生活する低所得の高齢者世帯に対し、外出時の経済的負担を軽減し、社会参加を支援するため
【申請方法】　
　●申請期限　　　　平成２７年９月３０日 （水）　平日　8：30 ～ 17：00
　●申請場所　　　　松島町役場１階　町民福祉課福祉班　窓口　　　　　　　どちらの窓口でも
　　　　　　　　　　保健福祉センター　健康長寿課高齢者支援班　窓口　　　　　申請が可能です。
　●申請時の持ち物　①郵送の申請書（窓口にも置いてあります）
　　　　　　　　　　②手帳または受給者証　※（１）障がい者（児）外出支援事業対象の方のみ
　　　　　　　　　　③印鑑
　　　　　　　　　※障がい等により来庁できない場合は郵送もできますのでご相談ください。
【問い合わせ先】
　① 障がい者（児）外出支援事業に関して・・・・・町民福祉課福祉班　�３５４－５７０６
　②高齢者世帯タクシー利用助成事業に関して・・・ 健康長寿課高齢者支援班　�３５５－０６６６

問合せ先が異なりますので、お気を付けください。
� ��������������������������������������

「高齢者世帯・障がい者（児）外出支援事業」のお知らせ

新たに拡大した
対象はこちらです！

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　１０月に実施される高齢者

インフルエンザ予防接種を希

望する方は、４月に届いてい

る総合健康診断家族申し込み

表の「高齢者インフルエンザ

申し込み欄」に○を記入しお

申し込みください。お申し込

みをいただいた方には、９月

に必要書類をお送り致します。

●問合先　健康長寿課

　健康づくり班

　�３５５-０７０３

（保健福祉センターどんぐり）

高齢者インフルエ
ンザ予防接種の申
し込みについて
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二種混合（ジフテリア・破傷風）ワクチン
○小学校 6年生へ予診票等をお送りしました。
　対象年齢は、11歳～ 12 歳（標準接種年齢 11歳）です。平成 2８年 3月 31
日までに受けるようにしましょう。

麻しん・風しん混合（ＭＲ）ワクチン（第２期）
○対象者は、小学校入学前年度に該当するお子さん（幼稚園、保育所の年長
児）です。接種期間は、平成 2８年 3月 31 日までですが、4月～ 6月の間
に受けることが望ましいとされていますので、お早めにお受けください。

日本脳炎
○積極的勧奨の対象者は、18歳（高校 3年生相当、2期）の方になっていま
す。対象者の方につきましては、個別にお知らせしております。

●接種場所　指定医療機関
　※予約が必要な場合がありますので、事前に医療機関に確認してから受診し
　　てください。
●持ち物　母子健康手帳、予診票、健康保険証
　※麻しん風しん混合ワクチン第２期の対象者で、転入等により予診票をお持
　　ちでない方は、下記までご連絡ください。
●接種期間を過ぎると料金が自己負担になります。
●問合先　健康長寿課　健康づくり班　保健師　�３５５-０７０３
　　　　　（保健福祉センター　どんぐり）

～　予防接種のお知らせ　～
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（１）健康体操教室　  
　日常生活で腰や関節に負担をかけないために、筋肉を鍛えるトレーニングやからだのバランスをととのえる体操
を行います。必要な方には送迎もあります。
　対　象：腰痛や関節痛等により歩行に不安のある高齢者（※概ね 75歳以上の方　20人）
　日　程：5月～ 8月の月曜日　12回コース（初回は 5月 25 日 ( 月 ) の予定です。）
　内　容：体調チェック、腰痛・膝関節痛予防ための講話と実技指導（10：00 ～ 11：00）
　場　所：保健福祉センターどんぐり
　参加料：3,000 円（全 12 回分）

（２）健康水中運動教室　 
　腰や関節の痛みを和らげ、からだ全体の動きをよくするための水中運動を行います。顔を水に浸けないので、泳
げなくても大丈夫です。必要な方には送迎もあります。
　●対　象　腰痛や関節痛等により歩行に不安のある高齢者（※概ね 75歳以上の方　20人）
　●日　程　5月～ 8月の木曜日　12回コース（初回は 5月 28 日 ( 木 ) の予定です。）
　●内　容　体調チェック、腰痛・膝関節痛予防ための講話と実技指導（10：00 ～ 11：00）
　●場　所　温水プール美遊
　●参加料　3,000 円（全 12 回分）
※申込み受付期間：5月 13 日（水）～ 5月 20 日 （水）
【申込み・問合先】健康長寿課　健康づくり班　� 355-0703

介護予防教室　参加者募集

初原コミュニティセンター、高城ふれあいの家、本郷ふ
れあいセンター、品井沼農村環境改善センターは現在
定員がいっぱいですが、空きが出ることもありますの
で、随時お問い合わせください。

  開始日 募集定員時　間コース場　　　所

即通所
可能

各コース
5名程度

10:00 ～
14:00

水曜・金曜
火曜・木曜

ほほえみの家 ( 松島 )

5 月末
開始予定

1０名程度
9:30 ～
12:00

水曜華園会館 ( 磯崎 )
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●対象者　65歳以上で、健康が気になりはじめた方

●日　程　平成27年 7月～10月までの毎週水曜日

　全 15 回

●場　所　松島町保健福祉センターどんぐり

●内　容　☆脳トレ、健康運動、認知症予防運動　

☆介護予防についての勉強

●定  員　18名（先着順）

　　　　　原則として全日程参加可能な方

　　　　　お医者さんから運動を止められている場

合は参加不可

●参加費　無料

●その他　希望者には送迎があります

●申込み　松島町地域包括支援センター

　　　　　�３５４-６５２５

元気ハツラツ教室（介護予防コー
ス）参加者募集

●対象者　６５歳以上の高齢者（日常生活が自立している
方）※会場までご自分で通所できる方

●内　容　将来、認知症や寝たきりにならないように、
運動や脳トレ、季節行事、講話、趣味活動等を
行って健康増進を図ります

●参加費　1ヶ月５００円（教材代）
●問合せ・申込み　松島町地域包括支援センター
　　　　　�３５４-６５２５

まつしま元気塾の新規通所者を
募集します
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　保健師、管理栄養士、スポーツインストラクター
が、健康スタイルをつくるための生活習慣をサポー
トしていきます。昨年の健診結果が気になっている
方、今の生活を変えたい方は、ぜひご参加ください。
●日　時 ５月１５日（金）・６月１９日（金）・７月１７日

（金）・８月２１日（金）　４回実施
　　　　　１０：００～１１：３０　（９：３０～受付）
●場　所 温水プール美遊　２階スタジオ
●内　容 健康と栄養の話、体調チェック
　運動の実技指導
　（講師：健康運動実践指導者　内丸由美子氏）
●参加費 無料
●申込み・問合先　健康長寿課　健康づくり班
　　　　　　　　　� 355-0703

メタボ予防教室“ 減る脂 クラブ”
ヘルシー

参加者募集
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※申し込み：５月２０日まで（先着２０名）　定員になり次

第締め切ります。

※参加者には修了証を交付いたします。

●申込み・問合先　健康長寿課　健康づくり班

　　　　　　　　　� 355-0703

心の健康サポーター養成講座のご案内
内　　　容場所時間日　程

○松島町の現状とサポーターの役割について
○MYリラックス! 　～ラフターヨガ～

ア
ト
レ
・
る　
 
他
hall

13:30
～
15:30

5 月 27 日（水）第１回

○精神科医の講話
　～心の健康を保つために～

6月 10 日（水）第２回

○話しを聴くコツについて①
　～ゲートキーパーの役割について～

6月 25 日（木）第３回

○MYリラックス②
　～美脳イメージトレーニング～

7月 9日（木）第４回

○話しを聴くコツについて③
　～地域の中でできることは何か考える～
○修了証の交付、講座のまとめ

7月 30 日（木）第５回
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　商工業者で事業資金を必要として融資を受けようとする中小企業者に対して、町があっせんを行い金融の円滑と

経営の合理化を図る目的で設けた制度です。

●申込期間　平成２7年４月１日～平成 28年３月３１日　　

中小企業振興資金・小企業小口資金制度のご案内

保証人・担保貸付利率貸付期間貸付限度額資金の使途融資の種類

原則として法人代表者以外の連帯保証人は不要。
※経営者の健康上の理由等で連帯保証人が必要
となる場合がありますが、その場合の連帯保証人
は、塩釜市、多賀城市、宮城郡および黒川郡の区
域内に２年以上居住している方です。

年利
２． ２０％

７年以内

１０年以内

１， ０００万円
以内

運転資金

設備資金

中小企業
振興資金

保証人・担保不要
年利
２． ２０％

５年以内
３００万円
以内

運転資金
設備資金

小企業
小口資金

●融資対象者　　※業種によって対象とならないものがありますのでご注意ください　
１．松島町に事業所または店舗ならびに住所を有し、現に事業を営んでいるもの
　　（法人のときは、松島町に事業所または店舗を有し、現に事業を営んでいるもの）
２．前年度までの町税を完納し、かつ債務の全部を弁済できると認められるもの
３．事業内容が堅実で社会的に信用があるものと認められるもの
４．保証協会で代位弁済を受けていないもの
５．金融機関の取引停止を受けていないもの　　　

●問合・申込先　（株）七十七銀行松島支店　  � 354-2171 
　　　　　　　　石巻商工信用組合松島支店　� 354-3426
●問合先　利府松島商工会松島事務所　� 354-3422
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　町では、勤労者の社会的、地位向上を図るため、安心して融資を受けられる制度を設けています。

町内で働く勤労者の方へ

●問合先　東北労働金庫塩釜支店　�３６４-３１１５

勤労者生活安定資金融 資 の 名 称

町内に勤務または、住所がある勤労者の方融 資 の 対 象

本人と家族の婚姻、出産、療養、学費、など生活安定資金と認められるもの融 資 内 容

１５０万円以内融 資 限 度 額

年利　２.５０％利 率

５年以内の分割払い期 間

・日本労働者信用基金協会の保証

（別途保証料　年０.７％～１.２％）

・宮城県労働者福祉基金協会から保証料が補給される場合があります

保 証 人

借入申込書・所得証明書・健康保険証・住民票（謄本）・印鑑証明書（本人）・その他、東

北労働金庫が必要とする書類
必 要 書 類
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指定管理対象施設及び応募資格

松島町文化観光交流館　指定管理者の公募について

応募資格施設名

・仙台市及び二市三町に事業所を有する
　法人又はその他の団体

松島町文化観光交流館　アトレ・る hall
  （松島町磯崎字浜 1番地 2）

●募集要項
　配布期間：５月１日（金）～５月３１日（日）
　配布場所：アトレ・る hall（文化観光交流館）事務室
　町のホームページからダウンロードする場合
　（http://www.town.matsushima.miyagi.jp/）

●応募説明会
　日　時：６月１日 （月）　午後 2時から
　場　所：アトレ・る hall（文化観光交流館）１階　会議室
　問合先　アトレ・る hall( 文化観光交流館 )　� 353-3030
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統一テーマ
「みんなでつくろう !　消費者が主役の社会！」消費生活コーナー

新しい食品表示制度について
　新しい食品表示法制度がスタートして、そろそろ店頭でも新表示を目にすることが多くなります。
多種多様な食材・食品の表示を分かりやすくして、消費者自身が、安心して食生活管理が出来るためのルールです。この機会に、新しい食品表示がどの
ように変わったか注意深く見て、関心を持って選ぶ目を身につけてください。
消費者力チェツクポイント ( 主な変更点について )
1. 機能性表示食品とは→　　  特定保健食品 (トクホ )・栄養機能食品との違い？
2. 加工食品の栄養表示義務→ ナトリウムの記載は？
3. アレルギー表示→　　　　   アレルゲン ( 特定原材料 7品目と推奨合計 27品目）の記載は？
4. 生鮮食品表示　

☆　仕事のご発注にあたって
　○公益な団体なので収益を目的にしておりません。安心して仕事をお任せいただけます。
　○シルバー人材センターの担当者がお伺いし、現場で仕事の内容などについて打合せを行　　
　　い、お見積もりをさせて頂き、契約を結び、会員が就業いたします。
　○仕事は、シルバー人材センターが責任を持って完成または遂行いたします。
☆　こんな仕事をお手伝いさせていただきます
　●植木・造園工事　●屋外清掃作業　　　●除草作業　　　●土木作業　　●農作業　
　●障子張替作業　　●荷造・運搬作業（引越手伝い等）　　   ●屋外軽作業　●屋内清掃作業
　●屋内軽作業　　　●家事援助サービス　●宿泊施設作業　●その他
　※詳しいことは、ホームページをご覧いただくか、センターにお問い合わせ下さい。

公益社団法人松島町シルバー人材センター 
〒９８１-０２１５  松島町高城字浜１番地の３

TEL ３５３-４５０５　FAX 353-4506

E-mail  matsushima@sjc.ne.jp

URL　http://www.sjc.ne.jp/matsushima/

シルバーだより お仕事おまちしております
� ���������������������
� ���������������������

消費生活相談窓口からのお知らせ
　消費生活相談窓口では、不審なメールやハガキ・悪質な電話勧誘などの困りごとに消費生活相談員が解決に向けてお手伝いをします。「断り
切れずに契約をしてしまった」など身近な相談窓口として気軽にご相談ください。また、消費者被害を防ぐための出前講座も行っています。地
域の会合やイベント時はご一緒に学ぶ機会をもうけていただきたいと思います。
　詳しく知りたい方や、お困りのことがありましたら、消費生活相談窓口にご連絡ください。
消費生活相談　●相談日時　　毎週火曜日・木曜日　　　午前９時～午後４時 30分
　　　　　　　●相談窓口　　産業観光課産業振興班　　� ３５４－５７０７

一言メモ 

松島町内の放射線量測定結果

（　）内は地表からの高さ（ｍ）

測定機器　簡易型放射線測定器 (PA-1000)　

単位　マイクロシーベルト（μ Sv/h）　　シーベルトとは、放射線が人体に与える影響を表す単位です。

学校給食測定結果　3 月 3日 （火）　現在
放射性ヨウ素（Ｉ-131）：不検出　　
放射性セシウム（Cs-137）：不検出　
放射性セシウム（Cs-134）：不検出

水道水測定結果　　4月 10日 （金）　現在
　二子屋浄水場（竹谷字鴻ノ谷地）　　
　放射性ヨウ素：不検出　　　放射性セシウム：不検出
浄水場発生土測定結果　4月 10日 （金）　現在
　放射性ヨウ素：不検出　放射性セシウム (Cs-137)：117　放射性
セシウム (Cs-134)：30　※浄水場発生土には、放射性物質が検出
されていますが水道水については、放射性物質が不検出の状況と
なっていますので、安心してご利用ください。

町内産農林畜産物の放射性物質測定結果   3 月 16 日（月）～ 4月 15日（水）
　今月測定なし
　最新の放射線量測定結果は県および町のホームページで公開しています。
●問合先　空気中放射線量測定結果：総務課環境防災班　�３５４‐
５７８２　学校給食測定結果：学校給食センター　�３５４‐2583　水
道水・浄水場発生土測定結果：水道事業所　�３５４‐５７１0　農林
畜産物放射性物質測定結果：産業観光課産業振興班　�３５４‐５７０７

4 月 3日（金）現在

測定値測定場所

0.051（0.5）
松 島 町 役 場

0.044（ 1 ）

0.070（0.5）松 島 第 一 幼 稚 園

0.065（0.5）松 島 第 二 幼 稚 園

0.072（0.5）松 島 第 五 幼 稚 園

0.065（0.2）松 島 保 育 所

0.081（0.2）高 城 保 育 所

0.067（0.2）磯 崎 保 育 所

0.065（0.5）高 城 保 育 所 分 園

0.046（0.5）松 島 第 一 小 学 校

0.070（0.5）松 島 第 二 小 学 校

0.072（0.5）松 島 第 五 小 学 校

0.063（0.5）松 島 中 学 校

農林畜産物の放射能測定について　無料で、食品の放射能検査を行います。（※ただし、水産物は除きます。）
●対象者　町内に在住の方
●申込み・問合先　ＪＡ仙台東部営農センター　� ７６７-８３５０ （持ち込み先が変更になりましたのでご注意下さい）
※松島湾付近の水産物に関しては県漁協が主体となり検査を実施しており、現在のところ基準値を超えたものは出ておりません。また、金

華山以南の外洋についても同様となります。そのため水産物の安全は十分に確保されていると判断し、当町では受付を行っておりません。

教育施設などにおけ

る土壌放射線量測定

結果は、町のホーム

ページで公開してい

ます。

テーマは消費者が主役となって選択・行動できる社会の形成に向けた取り組みの促進！の思いが込められています。
　役場町民ホールには、消費生活関連の資料や情報を取りそろえています。5／ 18 ～ 5／ 22 の期間はパネル展示も行っています

のでごらんください。
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～まつしま・ now ～　第15回
ナウ

災害公営住宅への
入居が始まりました

　今回のまつしま・ｎｏｗでは松島町磯崎地区に52戸の建設を予定している災害

公営住宅の現在の状況と、追加申込みについてお知らせします。

華
園
地
区
、
美
映
の
丘
地
区
の
入
居
開
始

　

華
園
地
区
、
美
映
の
丘
地
区
に
お
い
て
、
建
設
地
近
隣
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
3
月　

日
に
入
居
式
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を
行
い
、
４
月
か
ら
入
居
が
始
ま
り
ま
し
た
。　

町長より住民代表へ鍵の引き渡し

完成した美映の丘団地の風景 生活の始まった華園住宅の路地コモン



広報まつしま 2015　5月号29

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

災害公営住宅の入居を受付中！！
申込みは次の２点を満たす方となります。

①東日本大震災時に住宅が全壊の判定を受けた方、または大規模

半壊・半壊・一部損壊の判定を受け住宅を取壊した方、取壊す

予定の方。

②現在、生活をする住宅に困っている方。

住宅を失った 住宅に困っている＋

　また、不明な点や相談などありましたら、下記問い合わせ先へ

お気軽にお問い合わせ下さい。

問　合　先
建設課管理班　担当：中村・沼下　３５４-５７１５
　（平日午前 8時 30分～午後 5時 15分）

募集住宅（２戸１棟の長屋タイプ）　
　美映の丘団地　合計約８戸　（１ＬＤＫ・２ＤＫ）

申込みに必要なもの　　　　　
　・り災証明書（コピー可）・印鑑

○地点より高城町駅まで　８５０ｍ

 ↑白萩会館 美映の丘団地

１世帯　←　→　１世帯

○
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イベントのお知らせ

「 五  郎  八 姫物語」
い ろ は

パソコンフル活用　仕事に趣

味に必要なパソコン実務教室

おくの細道松島海道定期総会・

記念講演のお誘い

松島病院

「糖尿病研修会」のお知らせ

●日時　５月２８日 （木）

　午後２時３０分～午後３時２０分

●場所　松島病院１階会議室

　講師　松島病院　院長　丹野尚

　　　　ケアマネージャー　後田克

●講話　「糖尿病と介護保険につい

て」介護に困った時、どうします

か？相談先は？介護サービズの内

容は？費用は？認知症がある時

は？介護が必要となる原因に糖尿

病？

●参加費　無料

●申込み・問合先　松島病院

　　　　　　　　　�３５４-５８１１

●日時　５月９日 （土）

　　　　午前１０時３０分～正午

●場所　ホテル松島大観荘会議室

●講師　東北大学助教授高橋陽一氏

●演題　「江戸時代の松島と旅人た

ち」　平安時代から西行や多くの

旅人が松島を訪れましたが、今回

は松尾芭蕉を含めた著名人が訪ね

た記録を紹介します。貴重な資料

も配布します。お気軽に参加くだ

さい。

●参加費　無料（要予約）

●その他　講演会終了後、講師　高

橋陽一氏を囲んでランチタイムの

席を用意しています。（ホテル内

宴会場。当日参加費３,5００円）

●申込み　ＦＡＸ３５４-２５２４（京野宛）

●問合先　�０９０-８９２３-１２７１（京野）

　パソコンの基本操作について学び、

初歩的な操作が出来るようになるこ

とを目的とした講習を行います。パ

ソコンを初めて使う人を対象として

ゆっくりと進めます。

●日時　７月１日（水）、８日（水）、１５

日（水）、２２日（水）午後５時３０分～

午後７時３０分

●場所　鹿島台商業高等学校

●受講料　無料（１,０００円程度のテキ

ストを購入してもらいます）

●申込期間　５月１８日（月）～６月

１７日（水）まで

●申込方法　はがきまたはＦＡＸで、

住所、氏名、性別、年齢、電話番号、

職業、パソコン経験の有無を明記

の上、下記まで申し込みください。

●申込み・問合先　宮城県鹿島台商

業高等学校　〒９８９-４１０４大崎市

鹿島台広長字杢師前４４

�０２２９-５６-２６６４　FAX ０２２９-５６-２４６１

合氣道　無料体験

　試合がなく、相手を思いやる争わ

ない武道。女性や子どもも楽しくで

きます。落ち着いた心と正しい姿勢、

礼儀が身に付きます。

●日時　土曜　午後１時３０分～

　　　　午後２時３０分（５歳～）

●場所　華園集会所

●問合先　竹田さおり　�７６７-８０２４

３Ｂ体操無料体験

　３Ｂ体操とは、ボール、ベル、ベ

ルたーの３種類の用具を使用して音

楽に合わせて行う健康体操です。

●日時　５月１３日（水）、２０（水）午前

１０時～午前１１時３０分

●場所　松島Ｂ＆Ｇ海洋センター

　　　　ミーティングルーム

●申込先　（公社）日本３Ｂ体操協会

佐藤多嘉子�０９０-９０３９-５６６３

　天麟院五郎八姫の縁日に、和服で

まち歩きをしてみませんか。当日は

抹茶・書・五郎八姫着付など、日本

伝統文化の体験ができます。和服で

寺町界隈を散策すると、各協賛店が

特別なサービスをご用意しています。

和服一式をご持参した方には着付け

も行います。レンタルもあります。

●日時　５月８日（金）正午～午後３

時、５ 月 ９ 日（土）・５ 月 １０日（日）午

前１０時～午後３時　※少雨決行

●場所　天麟院本堂ならびに 御  霊 
ご れい

 廟 （五郎八姫命日参拝）水主町民
びょう

家（円通院前）

●主催・問合先　いろは姫ファンク

ラブ実行委員会　相澤多恵子　

�・ＦＡＸ　３５４-２３４０

松島善意通訳者の会より

公開英会話講座（平成２７年度前期）

●場所　勤労青少年ホーム集会室

●実施日　月２回　各木曜日

　４月９日・２３日、５月１４日・２１日、

６月４日・１８日、７月９日・２３日、

８月６日・２７日、９月１０日・２４日

●時間・内容　①午後１時３０分～午

後２時３０分：英会話入門　②午後

２時３０分～午後３時３０分：英会

話初級　③午後３時３０分～午後

４時３０分：ボランティア英語松島

観光ガイド養成

●参加費　無料

●その他　申し込みは不要です。直

接ご参加ください。

●問合先　松島善意通訳者の会　郡

ひさ子　�０８０-１８０９-２３５４

グランディ・２１スプリングフェ

スティバル「フリスポ２０１５」

　今年はグランディ・２１が開設して

２０周年です。フリーマーケットの

ほか、天然芝の無料開放、ニュース

ポーツ体験など、大人から子どもま

で楽しめるイベントです。

●日時　５月４日（月・祝）・5日（火・

祝）　午前１０時～午後３時　※少

雨決行

●場所　宮城県総合運動場（グラン

ディ・２１）

●問合先　宮城県総合運動場（グラ

ンディ・２１）　�３５６-１１２２
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　桜は散り、新緑が美しい季節となりました。ゴールデ
ンウィークもあり、楽しみの多い季節です。一方で、「五
月病」なんて言葉があることをご存知でしょうか。
　４月は進学や就職、職場の配置転換などで環境が変わ
る季節でした。新しい環境に馴染めなかったり、頑張り
すぎると疲労やストレスが積み重なります。それから少
し経ち、徐々に慣れ始めた頃、調子を崩して社会に出ら
れなくなる…これが「五月病」と呼ばれるものです。
　原因はストレスの重複です。複数のストレスが溜まっ
た状態でがんばり続け、それに慣れてしまうと疲れてい
ても気づきません。“無気力”と言われる状態は、自分を
大きなストレスから守ろうとする防衛反応の一つです。
「あの人雰囲気変わったな」なんて感じたら、声をかけて
あげてみることが大切かもしれません。
　さて、原因はストレスの重複。みなさんは自分なりの
ストレス解消法を持っていますか。「自分は何もない。」
と心配になった方でも、無意識にしていることがありま

す。“泣くこと”です。涙は本来目を保護し、掃除をして
くれる効果がありますが、もう一つ、ストレス物質を除
去してくれる効果もあります。さらに、副交感神経が働
いてリラックスでき、痛み止めに似たホルモンが分泌さ
れ苦痛を和らげる効果もあるそうです。悔しいときに流
れる涙は塩分を多く含みます。涙がとてもしょっぱけれ
ば、あなたの努力の証です。
　泣くことは恥ずかしいと思って、感情を押し込めてい
ませんか？
　５月５日は「こどもの日」。みんな始めはこどもでした。
初心に帰り、素直な心持ちで今日の一日を初めてみませ
んか。
【問合せ】
健康長寿課健康づくり班
（保健福祉センターどんぐり）
�３５５－０７０３

マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
５月１１日（月）、２５日（月）　母子健康手帳の交付

　受付　９：３０～１１：００

※上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
５月   ８日（金） ３～４か月児健診

 対象：H26年 12月 7日～H27年 2月 8日生

 受付：午後０時３０分～午後０時４５分

５月１３日（水） ２歳児歯っぴー健診　　

 対象：H25 年 4月～ H25 年 6月生

 受付：午後０時３０分～午後０時４５分

シルバー昼食会
５月   ７日（木）、１９日（火）　あったか～い（どんぐり）

５月１３日（水）、２７日（水）　あったか～い（交流館）

５月   １日（金）、２２日（金）　 あったか～い（品井沼）

食楽サロン
５月１４日（木）、２８日（木）　アトレ・る ha l l

（松島町文化観光交流館）

健康づくり事業
５月１１日（月）　 動  楽 ウォーキング教室

どう らく

（アトレ・る ha l l（松島町文化観光交流館前集合））

５月１５日（金）　 減る脂 クラブ（温水プール美遊）
ヘルシー

５月１８日（月）　ノルディックウォーキング教室

（アトレ・る ha l l（松島町文化観光交流館前集合））

５月２７日（水）　心の健康サポーター養成講座

（アトレ・る ha l l（松島町文化観光交流館））

精神保健事業
５月２０日 （水）　かもめの会

自立支援医療費（精神通院）支給認定申請について
自立支援医療費（精神通院）支給認定の申請のお手続き

（新規・更新）に来られる方は、事前にご連絡ください。

●問合先　健康長寿課健康づくり班

　　　　　（保健福祉センターどんぐり）　�３５５-０７０３

『健康の日』のお知らせ
　水中運動は膝や腰などに負担をかけずに、筋力やバランス
力をアップさせます。
　「健康の日」に参加して、ワンランクアップした健康を手に
入れましょう！
◇日　時　５月   ８日（金） 午前１０時３０分～午前１１時３０分
　　　　　６月１２日（金） 午前１０時３０分～午前１１時３０分
　　　　　（受付：午前１０時～午前１０時１５分）
◇場　所　松島町温水プール　美遊
◇内　容　アクアエクササイズ
　　　　　（水中ウォーキング、ストレッチ、他）
◇参加費　５００円（但し、６５歳以上の方は３００円）
　　　　　※受付でお支払いください。
◇持参する物　水着・スイムキャップ・タオル
◇申込み　５月７日（木）まで電話でお申し込みください。
　　　　　健康長寿課健康づくり班 �３５５－０７０３
                （保健福祉センターどんぐり）

健 康 豆 知 識ち ょ っ と 得 す る ♪

今月のピカピカ賞
　４月１０日の３歳６か月児健診で、むし歯のなかっ

たお子さんを紹介します。

★お口の輝いている子どもたちの笑顔は、何にも勝る
宝物です。これからも良い食習慣と歯みがきを続け
て、きれいな歯を守りましょう！

 北  目 　 楓  馬 くん（幡谷）  三  浦 　 巧 くん（本郷）
きた め ふう ま み うら たくみ

 樋  口 　 怜  那 ちゃん（手樽）  蜂  谷 　 剛  毅 くん（松島）
ひ ぐち れい な はち や ごう き

 大  宮  司 　 歩 ちゃん（松島）  菊  地 　 理  斗 くん（磯崎）
だい ぐう じ あゆみ きく ち まさ と

 齋  藤 　 結  月 ちゃん（松島）  鈴  木 　 琥  太  郎 くん（上竹谷）
さい とう ゆ づき すず き こ た ろう



男７,237 人（-5）　   人口１4,918 人（+2人）
女７,681 人（+7）   　  ５,647 世帯（+26）

（Ｈ ２7年 4月 1 日現在：住民基本台帳）

　町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える赤ちゃんを紹介します。
お申込みお待ちしています！

●問合先　企画調整課　�３５４-5702

平成 26年 5月生まれ

 蜂  谷 　 拓  久 くん
はち や たく と

平成 26年 5月 28 日

（松島）

いつもニコニコ。拓久の笑顔でいやされます
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 篠 　 和  花 ちゃん
しの わ か

平成 26年 5月 5日

（磯崎）

天気予報と電化製品が大好き�

毎週月曜日は各種証明書の 
発行・公金の収納の窓口業務を 
午後7時まで延長しています

　住民の皆さんの利便性を図るため、各種証明

書の発行、公金の収納業務について、毎週月曜

日は午後７時まで窓口業務を延長しています。

（月曜日が祝祭日の場合は翌日になります）

 櫻  井 　 颯  生 くん
さくら い そ う

平成 26年 5月 7日

（松島）

小ちゃいけど元気いっぱい ! !

　東日本大震災により運転見合わせとなっていた仙石線高城町駅から陸前小野駅間について、５月３０日の運転再開

に向けて５月２９日まで実車による試運転を実施しています。手樽駅・陸前富山駅・陸前大塚駅ホームには立ち入ら
ないでください。高城町駅構内の第二磯崎踏切と陸前富山駅に隣接する富山踏切、古浦漁港付近の古浦踏切につい
ても、すでに使用を開始していますので、踏切通行時は一旦停止による安全確認を厳守願います。
　また、仙石東北ラインの開業に向けても準備を進めており、仙石線高城町駅から東北本線塩釜駅間の線路内でも
夜間試験運転を下記のとおり実施いたします。ご理解ご協力をお願いいたします。

【ＪＲ東日本仙台支社からのお知らせ】仙石線の試運転を行います

　実際に列車が走行しています。線路内への立ち入りは絶対行わないで下さい。また、線路上の高電圧線は電
流が流れていますので、絶対近づかないでください。

時　間　帯回　数区　　　　　　間運　転　日

午前 0時頃～
4時 30 分頃まで

3往復塩釜駅～高城町駅間5月 8日

2往復塩釜駅　　　～　　　石巻駅間5月 9日

2往復
2往復

塩釜駅～高城町駅間
塩釜駅　　～　　　　矢本駅間

5月 10 日

2往復塩釜駅　　　～　　　石巻駅間5月 11 日

2往復
2往復

塩釜駅～高城町駅間
塩釜駅　　～　　　　矢本駅間

5月 12 ～ 26 日

2往復塩釜駅　　　～　　　石巻駅間5月 27 日

2往復
2往復

塩釜駅～高城町駅間
塩釜駅　　～　　矢本駅間

5月 28、29 日

●問合先　東日本旅客鉄道（株）仙台支社　総務部広報室　� 266-9616

奨学生募集
   平成２７年度の奨学金貸与者を募集します。

　詳しくは、松島町教育委員会教育課学校教

育班までご連絡下さい。

申込受付期間　５月２９日（金）まで

問合先　教育課学校教育班　� ３５４-５７１３
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